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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の参加者間の会議通話におけるオーディオを処理する方法であって、該複数の参加
者は、複数のアクティブスピーカであり、
　該方法は、
　該複数の参加者間の会議通話を開始することと、
　該会議通話の該複数の参加者の各々に接続を割り当てることと、
　会議識別子情報（ＣＩＤ）と、ネットワークアドレス情報と、該開始された会議通話の
各参加者に関連して割り当てられた接続情報とを格納することにより、各参加者に対する
該ＣＩＤおよび該ネットワークアドレス情報が、割り当てられたそれぞれの接続情報に基
づいて検索され得るようにすることと、
　複数のパケットの第１のオーディオストリームを生成することであって、該複数のパケ
ットの第１のオーディオストリームは、各アクティブスピーカからのオーディオを含み、
各パケットは、パケットヘッダとペイロードとを有する、ことと、
　複数のパケットの複数の第２のオーディオストリームを生成することであって、該複数
のパケットの複数の第２のオーディオストリームの各々は、該複数のアクティブスピーカ
のサブセットからのオーディオを含み、各パケットは、パケットヘッダとペイロードとを
有する、ことと、
　複数の接続を介して、該第１のオーディオストリームおよび該複数の第２のオーディオ
ストリームの各パケットを同時に伝送することと、
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　それぞれのパケットにおけるパケットヘッダ情報に基づいて、該複数の参加者に伝送す
るために、該伝送されたパケットのうちのどのパケットを転送するかを決定することと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記複数の参加者の入来するオーディオストリームにおけるエネルギーをモニタリング
することと、
　該モニタリングされたエネルギーに基づいてアクティブスピーカの数を決定することと
　をさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１および第２の生成するステップは、前記決定されたアクティブスピーカの数に
基づいてアクティブスピーカ情報を有するパケットヘッダを生成し、前記決定するステッ
プは、それぞれのパケットヘッダにおける該アクティブスピーカ情報に基づいて、前記伝
送されたパケットのうちのどのパケットを複数の参加者に転送するかを決定する、請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　前記アクティブスピーカ情報は、ＴＡＳフィールドとＩＡＳフィールドとを含み、前記
第１の生成するステップは、ＴＡＳフィールドとＩＡＳフィールドとを含むパケットヘッ
ダを有する前記複数のパケットの第１のオーディオストリームを生成し、前記第２の生成
するステップは、ＴＡＳフィールドとＩＡＳフィールドとを含むパケットヘッダを有する
前記複数のパケットの複数の第２のオーディオストリームを生成する、請求項３に記載の
方法。
【請求項５】
　前記決定するステップは、それぞれのパケットヘッダにおける前記ＴＡＳフィールドお
よびＩＡＳフィールドにおける情報に基づいて、前記伝送されたパケットのうちのどのパ
ケットを複数の参加者に転送するかを決定する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記決定するステップは、接続において処理される各パケットに対して、
　該接続に対するＣＩＤ値を取得するステップと、
　該取得されたＣＩＤ値が該パケットのＴＡＳフィールドにおけるいずれかのＣＩＤ値と
一致するかどうかを決定し、一致する場合には、該取得されたＣＩＤ値が該パケットのＩ
ＡＳフィールドにおけるいずれかのＣＩＤ値に一致するかどうかを決定するステップであ
って、該取得されたＣＩＤ値と該ＴＡＳフィールドにおけるいずれかのＣＩＤ値との間に
一致が存在し、かつ、該取得されたＣＩＤ値と該ＩＡＳフィールドにおけるいずれかのＣ
ＩＤ値との間に一致が存在する場合には、該パケットが放棄される、ステップと
　をさらに包含する、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記取得されたＣＩＤ値とパケットのＴＡＳフィールドにおけるいずれかのＣＩＤ値と
の間に一致が存在しない場合には、該ＴＡＳフィールドと前記ＩＡＳフィールドとを比較
することをさらに包含し、該比較されたフィールドが同一である場合には、該パケットは
、ネットワークパケットに変換され得、該比較されたフィールドが同一ではない場合には
、該パケットは放棄され得る、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記パケットヘッダは、シーケンス情報をさらに含み、前記第１の生成するステップは
、該シーケンス情報を含むパケットヘッダを有する前記複数のパケットの第１のオーディ
オストリームを生成し、前記第２の生成するステップは、該シーケンス情報を含むパケッ
トヘッダを有する前記複数のパケットの複数の第２のオーディオストリームを生成する、
請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の生成するステップは、前記複数のパケットの第１のオーディオストリームを
生成し、各パケットは、パケットヘッダとペイロードとを有し、該ペイロードは、少なく
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とも３つのアクティブスピーカからの混合されたオーディオを含み、
　前記第２の生成するステップは、前記複数のパケットの複数の第２のオーディオストリ
ームを生成し、各パケットは、パケットヘッダおよびペイロードを有し、該複数のパケッ
トの複数の第２のオーディオストリームの各々に対して、該ペイロードは、それぞれの受
信アクティブスピーカのオーディオを除いた該少なくとも３つのアクティブスピーカから
の混合されたオーディオを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記決定するステップにおいて転送されるべきであると決定された複数のパケットを前
記会議通話の複数の参加者のネットワークアドレスを有する複数のネットワークパケット
に処理することと、
　該複数のネットワークパケットを該複数の参加者に送信することと
　をさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　アクティブスピーカである前記会議通話の複数の参加者からネットワークを介して受信
されたオーディオを混合することをさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　内部オーディオソースから受信されたオーディオとアクティブスピーカである前記会議
通話の複数の参加者からネットワークを介して受信されたオーディオとを混合することを
さらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　複数の参加者間の会議通話におけるオーディオを処理する会議ブリッジであって、該複
数の参加者は、複数のアクティブスピーカであり、
　該会議ブリッジは、
　複数のパケットの第１のオーディオストリームと複数のパケットの複数の第２のオーデ
ィオストリームとを生成するオーディオソースであって、各パケットは、パケットヘッダ
とペイロードとを有し、該複数のパケットの第１のオーディオストリームは、各アクティ
ブスピーカからのオーディオを含み、該複数のパケットの複数の第２のオーディオストリ
ームの各々は、該複数のアクティブスピーカのサブセットからのオーディオを含む、オー
ディオソースと、
　スイッチと、
　ネットワークインターフェースコントローラと
　を含み、
　該スイッチは、該ネットワークインターフェースコントローラと該オーディオソースと
の間で結合されており、該スイッチは、マルチキャスタをさらに含み、
　該マルチキャスタは、複数の接続を介して、該第１のオーディオストリームおよび該複
数の第２のオーディオストリームの各パケットを該ネットワークインターフェースコント
ローラに同時に伝送し、該ネットワークインターフェースコントローラは、それぞれのパ
ケットにおけるパケットヘッダ情報に基づいて、該複数の参加者に伝送するために、該伝
送されたパケットのうちのどのパケットを転送するかを決定する、会議ブリッジ。
【請求項１４】
　前記複数の参加者間の会議通話を開始する会議通話エージェントをさらに含む、請求項
１３に記載の会議ブリッジ。
【請求項１５】
　確立された会議通話の各参加者に関連付けられた会議識別子情報（ＣＩＤ）とネットワ
ークアドレス情報とを格納する格納デバイスをさらに含む、請求項１４に記載の会議ブリ
ッジ。
【請求項１６】
　前記格納デバイスは、ルックアップテーブルを含む、請求項１５に記載の会議ブリッジ
。
【請求項１７】
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　前記ネットワークインターフェースコントローラは、前記開始された会議通話の前記複
数の参加者の各々に接続を割り当て、前記格納デバイスは、前記ＣＩＤと、前記ネットワ
ークアドレス情報と、各参加者に関連付けられた接続情報とを格納することにより、各参
加者に対する該ＣＩＤおよび該ネットワークアドレス情報が、割り当てられたそれぞれの
接続に基づいて検索され得るようにされている、請求項１５に記載の会議ブリッジ。
【請求項１８】
　前記オーディオソースは、前記複数の参加者の入来するオーディオストリームにおける
エネルギーをモニタリングし、該モニタリングされたエネルギーに基づいてアクティブス
ピーカの数を決定する、請求項１３に記載の会議ブリッジ。
【請求項１９】
　前記オーディオソースによって生成された前記パケットヘッダは、前記決定されたアク
ティブスピーカの数に基づくアクティブスピーカ情報を有し、前記ネットワークインター
フェースコントローラは、それぞれのパケットヘッダにおける該アクティブスピーカ情報
に基づいて、前記伝送されたパケットのうちのどのパケットを複数の参加者に転送するか
を決定する、請求項１８に記載の会議ブリッジ。
【請求項２０】
　前記アクティブスピーカ情報は、ＴＡＳフィールドとＩＡＳフィールドとを含み、前記
ネットワークインターフェースコントローラは、それぞれのパケットヘッダにおける該Ｔ
ＡＳフィールドおよび該ＩＡＳフィールドにおける情報に基づいて、前記伝送されたパケ
ットのうちのどのパケットを複数の参加者に転送するかを決定する、請求項１９に記載の
会議ブリッジ。
【請求項２１】
　前記オーディオソースによって生成された前記パケットヘッダは、シーケンス情報をさ
らに含む、請求項２０に記載の会議ブリッジ。
【請求項２２】
　前記複数のパケットの第１のオーディオストリームは、少なくとも３つのアクティブス
ピーカからの混合されたオーディオを含むペイロードを有し、前記複数のパケットの複数
の第２のオーディオストリームの各々は、それぞれの受信アクティブスピーカのオーディ
オを除いた該少なくとも３つのアクティブスピーカからの混合されたオーディオを含むペ
イロードを有する、請求項１３に記載の会議ブリッジ。
【請求項２３】
　前記転送されるべきであると決定された複数のパケットを前記会議通話の複数の参加者
のネットワークアドレスを有する複数のネットワークパケットに処理するパケットプロセ
ッサをさらに含む、請求項１３に記載の会議ブリッジ。
【請求項２４】
　前記オーディオソースは、アクティブスピーカである前記会議通話の複数の参加者から
ネットワークを介して受信されたオーディオを混合する、請求項１３に記載の会議ブリッ
ジ。
【請求項２５】
　前記オーディオソースは、内部オーディオソースから受信されたオーディオとアクティ
ブスピーカである前記会議通話の複数の参加者からネットワークを介して受信されたオー
ディオとを混合する、請求項１３に記載の会議ブリッジ。
【請求項２６】
　複数の参加者間の会議通話におけるオーディオを処理するシステムであって、該複数の
参加者は、複数のアクティブスピーカであり、
　該システムは、
　（ａ）複数のパケットの第１のオーディオストリームを生成する手段であって、各パケ
ットは、パケットヘッダとペイロードとを有し、該複数のパケットの第１のオーディオス
トリームは、各アクティブスピーカからのオーディオを含む、手段と、
　（ｂ）複数のパケットの複数の第２のオーディオストリームを生成する手段であって、
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各パケットは、パケットヘッダとペイロードとを有し、該複数のパケットの複数の第２の
オーディオストリームの各々は、該複数のアクティブスピーカのサブセットからのオーデ
ィオを含む、手段と、
　（ｃ）複数の接続を介して、該第１のオーディオストリームおよび該複数の第２のオー
ディオストリームにおける各パケットを同時に伝送する手段と、
　（ｄ）それぞれのパケットにおけるパケットヘッダ情報に基づいて、該伝送されたパケ
ットのうちのどのパケットを転送するかを決定する手段と
　を含む、システム。
【請求項２７】
　ＶＯＩＰネットワークにおいて用いられるメディアサーバであって、
　該メディアサーバは、
　複数の参加者間の会議通話におけるオーディオを処理する分散会議ブリッジであって、
該複数の参加者は、複数のアクティブスピーカである、分散会議ブリッジを備え、
　該分散会議ブリッジは、
　複数のパケットの第１のオーディオストリームと複数のパケットの複数の第２のオーデ
ィオストリームとを生成するオーディオソースであって、各パケットは、パケットヘッダ
とペイロードとを有し、該複数のパケットの第１のオーディオストリームは、各アクティ
ブスピーカからのオーディオを含み、該複数のパケットの複数の第２のオーディオストリ
ームの各々は、該複数のアクティブスピーカのサブセットからのオーディオを含む、オー
ディオソースと、
　スイッチと、
　ネットワークインターフェースコントローラと
　を含み、
　該スイッチは、該ネットワークインターフェースコントローラと該オーディオソースと
の間で結合されており、該スイッチは、マルチキャスタをさらに含み、
　該マルチキャスタは、複数の接続を介して、該第１のオーディオストリームおよび該複
数の第２のオーディオストリームにおける各パケットを該ネットワークインターフェース
コントローラに同時に伝送し、該ネットワークインターフェースコントローラは、それぞ
れのパケットにおけるパケットヘッダ情報に基づいて、該複数の参加者に伝送するために
、該伝送されたパケットのうちのどのパケットを転送するかを決定する、メディアサーバ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概してネットワークを介する音声コミュニケーションに関する。
【背景技術】
【０００２】
　オーディオは、ネットワークを介する電話コールで長い間伝送されている。一般加入者
網（ｐｕｂｌｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｅｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｎｅｔｗｏｒｋｓ）（ＰＳ
ＴＮ）および既存の電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）を含む従来の回路スイッチ時分割多重
（ＴＤＭ）ネットワークが用いられてきた。これらの回路スイッチネットワークは、各コ
ール毎にネットワークを介する回路を構築する。オーディオは、実時間で回路を介して、
アナログまたはデジタルの形式で伝えられる。
【０００３】
　ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）およびインターネット等のパケット交換方式の
出現により、オーディオがパケット方式でデジタルに伝送されることが必要となった。オ
ーディオは、音声、音楽またはオーディオデータの他の形式を含み得るが、これらに限定
されない。インターネットプロトコルシステム（あるいは、ＩＰまたはＶＯＩＰシステム
経由音声と呼ばれる）を介する音声は、従来の回路スイッチネットワークの代わりに、パ
ケット方式ネットワークを介してパケットで、電話コールに属するデジタルオーディオデ
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ータを送る。一実施形態において、ＶＯＩＰシステムは、トランスミッション　コントロ
ール　プロトコル／インターネット　プロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）を用いて２つ以上の接
続を形成して、接続された電話コールを完成させる。ＶＯＩＰネットワークに接続するデ
バイスは、ＶＯＩＰネットワーク内の他のデバイスと相互に動作するために、標準ＴＣＰ
／ＩＰパケットプロトコルに従う必要がある。このようなデバイスの例は、ＩＰ電話、統
合アクセスデバイス、メディアゲートウェイおよびメディアサービスである。
【０００４】
　メディアサービスは、ＶＯＩＰ電話コールのエンドポイントと呼ばれることが多い。メ
ディアサービスは、オーディオストリームを出入りするべきであり、つまり、オーディオ
ストリームは、それぞれ、メディアサーバに入力する、および、メディアサーバを去る。
メディアサーバによって生成されたオーディオのタイプは、電話コールに対応するアプリ
ケーション（例えば、音声メール、カンファレンスブリッジ（ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｂ
ｒｉｄｇｅ）、双方向音声応答（ＩＶＲ）、スピーチ認識等）によって制御される。多く
のアプリケーションにおいて、生成された音声は、予想不可能であり、エンドユーザの応
答に基づいて変化する必要がある。文字、文章および音楽等の音声全体のセグメントは、
これらがオーディオストリームで再生されているときに、実時間で動的に組み立てられる
必要がある。
【０００５】
　しかし、パケット交換方式ネットワークは、電話コールで伝送されたオーディオストリ
ームの遅延およびジッタ－を知らせることができる。実時間トランスポートプロトコル（
ＲＴＰ）は、メディアサーバから再生されるオーディオストリームの遅延、パケット損失
および待ち時間を制御するように用いられることが多い。オーディオストリームは、実時
間デバイス（例えば、電話）、または、非実時間デバイス（例えば、一体化してメッセー
ジングするｅメールクライアント）へのネットワークリンクを介するＲＴＰを用いて再生
され得る。ＩＰファミリの一部であるユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）等のプロ
トコルの最上部において、ＲＴＰは動作する。シーケンス番号によって、ＲＴＰを用いる
送信先アプリケーションは、失ったパケットが出現したことを検出して、正しいパケット
の順序をユーザに提示することを保証することが可能である。タイプスタンプは、パケッ
トがアセンブルされた時間に対応する。タイプスタンプによって、送信先アプリケーショ
ンは、送信先のユーザに同期してプレイアウトすることを保証して、遅延およびジッタ－
を計算することが可能となる。「Ｄ．Ｃｏｌｌｉｎｓ，Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｇｒａｄｅ　Ｖ
ｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ」、Ｍｃ－Ｇｒａｗ　Ｈｉｌｌ、米国、Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ、
２００１、ｐｐ.５２－７２、を参照されたい。同文献は、本明細書でその全体を参照と
して援用される。
【０００６】
　ＶＯＩＰ電話コールのエンドポイントにあるメディアサービスは、ＲＴＰ等のプロトコ
ルを用いて、単一のオーディオストリームの通信クオリティを改善する。しかし、このよ
うなメディアサービスは、所望の電話コールに対するＲＴＰパケットの単一のオーディオ
ストリームを出力することに制限されている。
【０００７】
　カンファレンスコールは、共通のコールでネットワークを介して多数のパーティとリン
クする。カンファレンスコールは、回路切り替えネットワーク（例えば、固定電話システ
ム（ＰＯＴＳ）または既存の電話ネットワーク（ＰＳＴＮ））を介して本来は実行された
。ここで、カンファレンスコールは、また、パケット交換方式のネットワーク（例えば、
ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）およびインターネット）を介して実行される。確
かに、インターネットシステムを介する音声（また、ＩＰまたはＶＯＩＰシステムを介す
る音声と呼ばれる）の出現は、ネットワークを介するカンファレンスコールの要求を増加
させてきた。
【０００８】
　カンファレンスブリッジは、カンファレンスコールの参加者と接続する。カンファレン
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スブリッジの異なるタイプは、ネットワークのタイプ、および、ネットワークを介して音
声がカンファレンスブリッジに伝送される方法部分的に基づいて用いられている。カンフ
ァレンスブリッジの１つのタイプは、米国特許第５,４３６,８９６号に記載されている。
（特許全体を参照されたい）。このカンファレンスブリッジ１０は、環境で動作する。こ
の環境では、音声信号は、６４Ｋｂｐｓデータストリームでデジタルに符号化される（図
１の第１列第２１行～第２６行）。各スピーチ検出器１６は、スイッチ１８を制御する。
スピーチが存在しない場合、スイッチ１８は、オープンしたままで騒音を減少させる。カ
ンファレンスコールの間、話している全ての参加者は、加算増幅器２０を通して出力１４
の各々に接続される。減算器２４は、各参加者自身の音声データストリームを減算する。
次いで、参加者１－ｎの数は、カンファレンスブリッジ１０を通して接続されて互いに話
したり聞いたりし得る。米国特許第５,４３６,８９６号の第１列第１２行～第２列第１６
行を参照されたい。
【０００９】
　ここで、デジタル化された音声は、また、パケット形式のネットワークを介してパケッ
トで伝送される。米国特許第５,４３６,８９６号は、非同期モード転送（ＡＴＭ）パケッ
ト（セルとも呼ばれる）の１つの例を記載している。このネットワーキング環境でのカン
ファレンスコールを支援するために、カンファレンスブリッジ１０は、入力ＡＴＭセルを
ネットワークパケットに変換する。デジタル化された音声は、上記のように、パケットか
ら抽出されて、カンファレンスブリッジ１２で処理される。加算出力デジタル化音声は、
参加者１－ｎに送られる前にネットワークパケットからＡＴＭセルに戻って再変換される
。米国特許第５,４３６,８９６号の第２列第１７行～第２列第３６を参照されたい。
【００１０】
　米国特許第５,４３６,８９６号は、図２および３に示されるカンファレンスブリッジ２
３８を記載している。図２および３は、カンファレンス１０のように、ＡＴＭをネットワ
ークパケットに変換および再変換することなくＡＴＭセルを処理する。カンファレンスブ
リッジ２３８は、各参加者から１つずつの入力３０２～３０６を有し、各参加者へ１つず
つの出力３０８～３１２を有する。スピーチ検出器３１４～３１８は、サンプルおよび保
持バッファ３２２～３２６に集計された入力データを分析する。スピーチ検出器３１４～
３１８は、検出されたスピーチ、および／または、検出されたスピーチの音量をコントロ
ーラ３２０に報告する。米国特許第５,４３６,８９６号第４列第１６行～第３９行を参照
されたい。
【００１１】
　コントローラ３２０は、セレクタ３２８、ゲインコントローラ３２９およびレプリケー
タ３３０に接続される。コントローラ３２０は、スピーチ検出器３１４～３１８の出力に
基づいてどの参加者が話しているのかを判定する。ある話者（例えば、参加者１）が話し
ているとき、コントローラ３２０は、バッファ３２２からデータを読むようにセレクタ３
２８を設定する。データは、自動ゲインコントローラ３２９を介してレプリケータ３３０
に移動する。レプリケータは、この話者以外の全ての参加者に対してセレクタ３２８によ
って選択されたＡＴＭセルでデータを複製する。米国特許第５,４３６,８９６号の第４列
第４０行～第５列第５行を参照されたい。二人以上の話者が話しているとき、最も騒がし
い話者が所望の選択期間において選択される。次に騒がしい話者は、引き続く選択機関に
おいて選択される。６ミリセカンド等の適切なインターバルで、スピーチ検出器３１４～
３１８を走査して、セレクタ３２８を再構成することによって、同時にスピーチが続く。
米国特許第５,４３６,８９６号の第５列第６行～第６５行を参照されたい。
【００１２】
　別のタイプのカンファレンスブリッジが米国特許第５,９８３,１９２号に記載される（
特許全体を参照されたい）。一実施形態において、カンファレンスブリッジ１２は、実時
間転送プロトコル（ＲＴＰ／ＲＴＣＰ）を介して圧縮されたオーディオパケットを受信す
る。米国特許第５,９８３,１９２号の第３列第６６行～第４列第４０行を参照されたい。
カンファレンスブリッジ１２は、オーディオプロセッサ１４ａ～１４ｄを含む。サイトＣ
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（すなわち、参加者Ｃ）に関連する例示的なオーディオプロセッサ１４ｃは、スイッチ２
２およびセレクタ２６を含む。セレクタ２６は、サイトＡ、ＢまたはＣのどれがスピーチ
の最大尤度を有するかを判定するスピーチ検出器を含む。米国特許第５,９８３,１９２号
の第４列第４０第～第６７行を参照されたい。代替のものは、１つ以上のサイトを選択す
ることと、音響エネルギー検出器を用いることとを含む。米国特許第５,９８３,１９２号
の第５列第１行～第７行を参照されたい。米国特許第５,９８３,１９２号に記載された別
の実施形態において、セレクタ２６／スイッチ２２は、別のストリームで複数の最も騒が
しい話者をローカルの混合エンドポイントサイトに出力する。最も騒がしいストリームは
、多数のサイトに送られる。米国特許第５,９８３,１９２号の第５列第８行～第６７行を
参照されたい。ミキサ／エンコーダの構成も、「ダブル－トーク」および「トリプル－ト
ーク」と呼ばれる、同時に多数の話者を扱うように記載されている。米国特許第５,９８
３,１９２号の第７列第２０行～第９列第２９行を参照されたい。
【００１３】
　インターネット経由音声（ＶＯＩＰ）システムは、改善されたカンファレンスブリッジ
を必要とし続ける。例えば、ソフトスイッチＶＯＩＰアーキテクチャは、ＭＧＣＰ（ＲＦ
Ｃ２７０５）等のメディアゲートウェイコントロールプロトコルを有する１つ以上のメデ
ィアサーバを用いてもよい。Ｄ．Ｃｏｌｌｉｎｓ、「Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｇｒａｄｅ　Ｖｏ
ｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ」、Ｍｃ－Ｇｒａｗ　Ｈｉｌｌ、米国、Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　２
００１，ｐｐ．２３４～２４４を参照されたい。同文献の全体は、本明細書中に参照とし
て援用される。このようなメディアサーバは、ＶＯＩＰコールのオーディオストリームを
処理するように用いられることが多い。これらのメディアサーバは、エンドポイントであ
ることが多い。ここでは、オーディオストリームは、カンファレンスコールで混合される
。これらのエンドポイントは、また、「カンファレンス　ブリッジ　アクセス　ポイント
」に関する。なぜなら、メディアサーバは、多数のコーラーからのメディアストリームが
混合され、全てのコーラーまたはいく人かのコーラーに再び提供されるからである。Ｄ．
Ｃｏｌｌｉｎｓ、ｐ２４２を参照されたい。
【００１４】
　ＩＰ技術およびＶＯＩＰコールの人口および要求が上昇するにつれて、メディアサーバ
は、キャリアグレードクオリティを有してカンファレンスコール処理を取り扱うように期
待されている。メディアサーバのカンファレンスブリッジは、異なる数の参加者を取り扱
うようにスケール可能であることが必要である。パケットストリーム（例えば、ＲＴＰ／
ＲＴＣＰパケット）のオーディオは、実時間で効率的に処理される必要がある。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　（発明の簡単な要旨）
　本発明は、ＩＰ電話仲介音声でメディアサービスを提供する方法およびシステムを提供
する。一実施形態において、スイッチは、多数のオーディオ源とネットワークインタフェ
ースコントローラとの間に接続される。このスイッチは、パケットスイッチまたはセルス
イッチであり得る。インターネットおよび／または外部オーディオ源は、パケットのオー
ディオ源を発生させる。任意のタイプのパケットが用いられてもよい。一実施形態におい
て、内部パケットは、パケットヘッダおよびペイロードを含む。
【００１６】
　一実施形態において、パケットヘッダは、オーディオが混合されているアクティブな話
者を識別する情報を有している。ペイロードは、デジタル化されて混合化されたオーディ
オを伝送する。本発明の特徴によると、完全に混合されたオーディオストリームは、識別
されたアクティブスピーカ群のオーディオコンテンツを含む。パケットヘッダ情報は、完
全に混合されたストリームでアクティブスピーカの各々を識別する。一実施形態において
、オーディオソースは、各アクティブスピーカに関連するカンファレンス識別番号（ＣＩ
Ｄ）をパケットのヘッダフィールドに挿入する。オーディオ源は、アクティブスピーカか
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らの混合されたデジタルオーディオをパケットのペイロードに挿入する。混合されたデジ
タルオーディオは、スピーチ、または、カンファレンスコールのアクティブスピーカによ
って入力された他のタイプのオーディオに対応する。
【００１７】
　部分的に混合されたオーディオストリームの各々は、各受信者アクティブスピーカのオ
ーディオコンテンツを差し引いた、識別されたアクティブスピーカ群のオーディオコンテ
ンツを含む。受信者アクティブスピーカは、部分的に混合されたオーディオストリームが
方向付けられるアクティブスピーカ群内のアクティブスピーカである。オーディオ源は、
受信者アクティブスピーカのオーディオコンテンツを差し引いた、識別されたアクティブ
スピーカ群からのデジタルオーディオを、パケットペイロードに挿入する。この様に、受
信者アクティブスピーカは、受信者自身のスピーチまたはオーディオ入力に対応するオー
ディオを受信しない。パケットヘッダ情報は、アクティブスピーカを識別する。アクティ
ブスピーカのオーディオコンテンツは、部分的に混合されたオーディオストリームの各々
に含まれる。ある１つの例において、オーディオソースは、１つ以上のカンファレンス識
別番号（ＣＩＤ）をパケットのＴＡＳおよびＩＡＳヘッダフィールドに挿入する。ＴＡＳ
（トータルアクティブスピーカ）フィールドは、カンファレンスコールにある現在のアク
ティブスピーカの全てのＣＩＤをリストに挙げる。ＩＡＳフィールド（含まれたアクティ
ブスピーカ）は、アクティブスピーカのＣＩＤをリストに挙げる。このアクティブスピー
カのオーディオコンテンツは、部分的に混合されたストリームにある。１実施形態におい
て、このオーディオソース（すなわち、オーディオを混合しているので「ミキサ」である
）は、カンファレンスコールの間にＣＩＤ情報および混合されたオーディオを有するパケ
ットの、適切な完全に混合されたおよび部分的に混合されたオーディオストリームを動的
に発生させる。このオーディオソースは、カンファレンスコールの開始で生成され格納さ
れた各静的ルックアップテーブルからカンファレンスコールの参加者の適切なＣＩＤ情報
を取り出す。
【００１８】
　例えば、カンファレンスコールの６４の参加者がいて、そのうち３人は、アクティブス
ピーカ（１－３）として識別されているカンファレンスコールでは、１つの完全に混合さ
れたオーディオストリームは、全３つのアクティブスピーカからのオーディオを含む。こ
の完全に混合されたストリームは、結局６１のパッシブな参加者の各々に送られる。第１
の部分的に混合されたストリーム１は、スピーカ１を除くスピーカ２、３からのオーディ
オを含む。第２の部分的に混合されたストリーム２は、スピーカ２を除くスピーカ１、３
からのオーディオを含む。第３の部分的に混合されたストリーム３は、スピーカ３を除く
スピーカ１、２からのオーディオを含む。第１～第３の部分的に混合されたオーディオス
トリームは、結局スピーカ１～３の各々に送られる。この様態で、４つの混合されたオー
ディオストリームのみがオーディオソースによって生成される必要がある。
【００１９】
　完全に混合されたオーディオストリーム、および、多くの部分的に混合されたオーディ
オストリームは、オーディオソース（例えば、ＤＳＰ）からパケットスイッチに送られる
。セル層も用いられ得る。このパケットスイッチは、各々の完全に混合されたオーディオ
ストリームおよび部分的に混合されたオーディオストリームをネットワークインタフェー
スコントローラ（ＮＩＣ）にマルチキャストする。次いで、このＮＩＣは、各パケットを
処理して、完全に混合されたオーディオストリームまたは部分的に混合されたオーディオ
ストリームに対するパケットを参加者に転送するかどうかを決定する。この決定は、ＮＩ
Ｃのルックアップテーブル、および、マルチキャストされたオーディオストリームのパケ
ットヘッダ情報を基にして実時間でなされ得る。
【００２０】
　１実施形態において、カンファレンスコールの初期化の間に、そのコールの各参加者は
、ＣＩＤとして割り当てられる。切り替えられたバーチャル回路（ＳＶＣ）は、また、カ
ンファレンスコールの参加者に関連する。カンファレンスコールの参加者に対するエント
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リを含むルックアップテーブルが生成され、格納される。各エントリは、ネットワークア
ドレス情報（例えば、ＩＰ、ＵＤＰアドレス情報）および各カンファレンスコール参加者
のＣＩＤを含む。ルックアップテーブルは、カンファレンスコール間に、ＮＩＣ処理パケ
ットとオーディオソース（単数または複数）混合オーディオとの両方によるアクセスのた
めに格納され得る。
【００２１】
　パケットスイッチは、ＮＩＣへのカンファレンスコールに割り当てられたＳＶＣの全て
に対する各完全に混合されたオーディオストリームおよび部分的に混合されたオーディオ
ストリームをマルチキャストする。ＮＩＣは、ＳＶＣに到着する各パケットを処理して、
特に、パケットヘッダを調べて、参加者への完全に混合されたオーディオストリームまた
は部分的に混合されたオーディオストリームに対するパケットを捨てる、または、転送す
る。本発明の１つの利点は、ルックアップテーブルから得られたパケットヘッダ情報およ
びＣＩＤ情報に基づくカンファレンスコールの間に、素早くかつ実時間で、このパケット
処理決定が実行され得ることである。一実施形態において、送られたネットワークパケッ
トは、ルックアップテーブルから得られた参加者のネットワークアドレス情報（ＩＰ／Ｕ
ＤＰ）、ＲＴＰパケットヘッダ情報（タイムスタンプ／シーケンス情報）およびオーディ
オデータを含む。
【００２２】
　要約していうと、本発明の利点は、他のカンファレンスブリッジにおける混合デバイス
で通常必要とされるよりもより小さいバンド帯域および処理で、より少ないリソースを用
いることによってカンファレンスブリッジ処理を提供することである。本発明のカンファ
レンスブリッジのシステムおよび方法は、複製のワークに関する混合デバイスを軽減する
様態で、マルチキャストする。Ｎ人の参加者で、ｃ人のアクティブスピーカのカンファレ
ンスコールに対して、オーディオソースは、ｃ＋１人の混合オーディオストリームを生成
することのみが必要である（１人の完全に混合されたオーディオストリーム、および、ｃ
人の特定に混合されたオーディオストリーム）。ワークは、複製を実行して、混合された
オーディオストリームをマルチキャストするスイッチのマルチキャスタに分配される。さ
らなる利点は、本発明に従うカンファレンスブリッジは、大人数の参加者を収容するよう
にスケーリング可能であるということである。例えば、Ｎ＝１０００人の参加者で、ｃ＝
３人のアクティブスピーカがいる場合、オーディオソースは、ｃ＋１＝４の混合されたオ
ーディオストリームを必要とするのみである。マルチキャストされたオーディオストリー
ムのパケットは、実時間でＮＩＣで処理され、カンファレンスコールにおける参加者への
出力のための適切なパケットを決定する。一実施例において、ヘッダおよびペイロードを
有する内部エグレスパケットは、カンファレンスブリッジで用いられ、さらに、カンファ
レンスコールのためにオーディオを混合するオーディオソースでの処理ワークを低減する
。
【００２３】
　さらに、オーディオネットワーキングの使用が増加して、ユーザおよびアプリケーショ
ンの数が上昇するにつれて、所与の電話コールでさえも、多数オーディオストリームの必
要性が増してくる。本発明者らは、ＩＰネットワークを介する音声等のオーディオネット
ワーキング環境において、配置されたコールでのＲＴＰエラーを導くことなく、多数のオ
ーディオストリームが動的にスイッチングされる必要があると認識していた。このような
ＲＴＰエラーは、クリック、ポップ等の所望ではないノイズを引き起こし得る。
【００２４】
　本発明は、独立したオーディオストリーム間のノイズの無いスイッチングのための方法
およびシステムを提供している。このようなノイズレススイッチングは、スイッチの時間
に妥当なＲＴＰ情報を保存する。構築されたＶＯＩＰコールに対しては、本発明は、ある
オーディオソースから別のオーディオソースへノイズレスでスイッチングし得る。このス
イッチングシステムは、動的であり、多くのコールを扱うようにスケーリング可能である
。
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【００２５】
　本発明の１実施形態において、スイッチは、多数のオーディオソースからネットワーク
インタフェースコントローラへのオーディオデータを向けるように用いられる。このスイ
ッチは、セルスイッチまたはパケットスイッチであり得る。このオーディオソースは、内
部オーディオソースおよび／または外部オーディオソースであってもよい。このネットワ
ークインタフェースコントローラ（ＮＩＣ）は、ＩＰネットワークを有する任意のインタ
ーフェースであり得、１つ以上のパケットプロセッサを含む。エグレスオーディオコント
ローラは、内部オーディオソースならびに本発明に従うノイズレススイッチングを実行す
るスイッチおよびネットワークインタフェースコントローラ動作を制御する。
【００２６】
　本発明の１つの特徴では、優先情報は、ネットワークインタフェースコントローラによ
って用いられ、内部または外部オーディオソースからのどのオーディオストリームが構築
されたＶＯＩＰ電話コールに伝送されるかを決定する。２つの内部オーディオソースがあ
る場合を考慮されたい。このオーディオソースは、１つの送信先エグレスオーディオチャ
ネルに対する内部エグレスパケットの各オーディオストリームを生成する。１実施形態に
おいて、各内部エグレスパケットは、オーディオおよび制御ヘッダ情報を運ぶペイロード
を含む。この優先情報は、次いで、ネットワークインタフェースコントローラによって用
いられ、どのオーディオストリームが伝送されるかを決定する。なぜなら、ただ１つのＲ
ＴＰストリームのみが各ＶＯＩＰコールに対して所与の時間で出力され得るからである。
【００２７】
　本発明の１つの特徴では、内部エグレスパケットは、ＩＰパケットよりも小さく、ペイ
ロードおよび制御ヘッダ情報のみからなる。この様態では、完全なＩＰパケットを作成す
るために必要とされた処理ワークは、ＤＳＰ等の内部オーディオソースによって実行され
る必要はないが、ネットワークインタフェースコントローラのパケットプロセッサに分配
される必要はある。
【００２８】
　さらなる特徴に従うと、多くの利用可能な帯域幅を有するＡＴＭセルスイッチ等の完全
にメッシュされたセルスイッチであるセルスイッチが用いられる。異なるオーディオスト
リームの内部エグレスパケットは、セル変換される。セルスイッチは、異なるソースから
の合体したセルを組み合わせ、それらを切り替えられたバーチャル回路（ＳＶＣ）を介し
てＮＩＣに送達する。ＳＶＣは、構築された電話セルの役に立つ１つのエグレス出力オー
ディオチャネルに関連する。
【００２９】
　１実施形態において、エグレスオーディオコントローラは、ＶＯＩＰ電話セルのオーデ
ィオのノイズレス切り替えを制御するために用いられる。本発明に従うノイズレス切り替
えは、また、本明細書中において「ノイズレススイッチオーバー」と呼ばれる。１実施形
態において、さらなるオーディオのノイズレススイッチオーバーは、このサービスが利用
可能なセルに対して実行される。この様態で、サービスに対するノイズレススイッチを提
供するために、超過の充電が成され得る。他の実施形態において、ノイズレススイッチオ
ーバーは、任意のセルに対して実行される。
【００３０】
　さらなるオーディオを含む特定のセルイベントは、ノイズレススイッチオーバーをトリ
ガーする。このノイズレススイッチオーバーは、本発明のノイズレススイッチングシステ
ムおよび方法を用いて実行される。セルイベントの例は、緊急状態、セルシグナリング状
態、カルレまたはセルラー情報に基づくコールイベントまたは異なるオーディオ情報に対
するリクエストを含むが、これらに制限されない。オーディオ情報に対するリクエストは
、広告、ニューススポーツ、経済、音楽または他のオーディオコンテンツ等の任意のオー
ディオリクエストであってもよい。
【００３１】
　オーディオソースは、任意のタイプのオーディオを生成し得る。例えば、エグレスパケ
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ットのオーディオシステムは、音声、音楽、トーンおよび／または任意の他の音を表すオ
ーディオペイロードを含み得る。
【００３２】
　エグレスオーディオコントローラは、スタンド－アロン型のユニットまたはオーディオ
処理プラットフォームのコール制御およびオーディオ機能マネージャの一部であってもよ
い。本発明は、メディアサーバ、オーディオプロセッサ、ルータ、パケット、スイッチま
たはオーディオ処理プラットフォームで実装され得る。
【００３３】
　別の実施形態は、外部オーディオソースからのオーディオストリームを含むオーディオ
ストリームのスイッチングを含む。この場合、ＮＩＣは、オーディオストリームを含むＩ
Ｐパケットを受信し、ＩＰパケットを内部エグレスパケットに変換する。この点において
、内部エグレスパケットは、それらが内部オーディオソースによって生成されたかのよう
に処理される。この内部エグレスパケットは、優先情報を含んでもよい。この内部エグレ
スパケットは、ＳＶＣを通ってスイッチを介するＮＩＣへのパケットまたはセルとして送
られ得る。外部オーディオストリームが比較的高い優先順位を有して、スイッチオーバー
が進行する場合、ＮＩＣにけるパケットプロセッサは、同調したヘッダ情報（例えば、Ｒ
ＴＰ情報）によってＩＰパケットを生成して、ＩＰパケットを送信元デバイスに送信する
。
【００３４】
　１実施形態において、本発明に従うノイズレススイッチオーバーシステムは、ＤＳＰ等
の内部オーディオソースからのみのオーディオストリームのスイッチングを含む。別の実
施形態において、本発明に従うノイズスイッチオーバーシステムは、内部オーディオソー
スおよび外部オーディオソースからのオーディオストリームのスイッチングを含む。別の
実施形態では、本発明に従うノイズレスススイッチオーバーシステムは、外部オーディオ
ソースからのみのオーディオストリームのスイッチングを含む。この場合、スイッチオー
バーシステムは、オーディオストリームに対する一般的なスイッチを動作させて、内部Ｄ
ＳＰは、必要とされない。
【００３５】
　本発明のさらなる実施形態、特徴および利点、ならびに、本発明の様々な実施形態の構
造および動作は、添付の図面を参照して以下で詳細に説明される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　本明細書中に組み込まれ、明細書の一部を成す添付の図面は、本発明を図示し、その説
明とともに、さらに本発明の原理を説明し、かつ、当業者が本発明を実施し利用し得るよ
うに機能する。
【００３７】
　本発明は、添付の図面を参照して、ここで詳細に説明される。図面において、同様の参
照番号は、同一もしくは機能的に同様の要素を示す。さらに、参照番号の一番左の桁は、
最初の参照番号表わす図面を識別する。
【００３８】
　（発明の詳細な説明）
　（Ｉ．概要および考察）
　本発明は、ＩＰを介した音声（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ）電話技術における分散会
議ブリッジ処理のための方法およびシステムを提供する。仕事は、ＤＳＰなどの混合デバ
イスから分散される。特に、本発明による分散会議ブリッジは、オーディオ混合デバイス
上での仕事を低減するために、ネットワークインターフェースにおいて内部マルチキャス
トおよびパケット処理を利用する。会議コール代理人を利用して、会議コールを確立およ
び終了させる。ＤＳＰ等のオーディオソースは、アクティブな会議コール参加者を混合さ
せる。１つだけの完全に混合されたオーディオストリームおよび部分的に混合されたオー
ディオストリームのセットが発生する必要はない。オーディオコンテンツを混合するオー
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ディオソースとネットワークインターフェイスコントローラとの間に、スイッチが接続さ
れる。スイッチは、マルチキャスタを含む。マルチキャスタは、１つの完全に混合された
オーディオストリームおよび部分的に混合されたオーディオストリームのセットのパケッ
トを複製し、各コール参加者に関連するリンク（ＳＶＣ等）にその複製されたパケットを
マルチキャストする。ネットワークインターフェイスコントローラは、各パケットを処理
して、完全に混合されたか、または、部分的に混合されたオーディオストリームのための
パケットを参加者に対して破棄するか、転送するかを判断する。この判定は、ＮＩＣのル
ックアップ表およびマルチキャストされたオーディオストリームのパケットヘッダ情報に
基づきリアルタイムでなされ得る。
【００３９】
　一実施形態では、本発明による会議ブリッジは、メディアサーバにおいて実装される。
本発明の実施形態によると、メディアサーバは、会議ブリッジの動作を管理するコール制
御およびオーディオ特性マネージャを備える。
【００４０】
　本発明は、例としてインターネット環境を介した音声に関連して説明される。これらの
用語の説明が、簡単のために提供される。本発明は、これらの例となる環境での適用に制
限されないことが意図される。実際に、以下の記述を読むと、現在公知または将来開発さ
れる別の環境で、本発明をどのように実装すべきかが、当業者には明らかである。
【００４１】
　（ＩＩ．用語集）
　より明瞭に本発明を示すために、本明細書中を通して、可能な限り一貫性があるように
、以下の用語の定義を順守する努力がなされる。
【００４２】
　本発明による用語「ノイズレス」は、パケットシーケンス情報が保存される独立したオ
ーディオストリームの間のスイッチングを表わす。用語「同期ヘッダ情報」は、パケット
シーケンス情報が保存されるヘッダを有するパケットを表わす。パケットシーケンス情報
は、有効なＲＴＰ情報を含み得るが、それに制限されない。
【００４３】
　用語「デジタル信号プロセッサ」（ＤＳＰ）は、プログラムまたはアプリケーションサ
ービスによるデジタル化された音声サンプルを符号化または復号化するために利用される
デバイスを含むが、それに制限されない。
【００４４】
　用語「デジタル化音声または音声」は、標準的な電話回路コンプレッサ／デコンプレッ
サ（ＣＯＤＥＣ）によってパルスコード変調（ＰＣＭ）アーキテクチャで生成されるオー
ディオバイトサンプルを含むが、それに制限されない。
【００４５】
　用語「パケットプロセッサ」は、パケット交換ネットワークに対するパケットを発生さ
せるパケットプロセッサの任意のタイプを表わす。一例では、パケットプロセッサは、プ
ログラムまたはアプリケーションサービスによるイーサネット（Ｒ）パケットを検査およ
び修正するように設計された特別のマイクロプロセッサである。
【００４６】
　用語「パケット化音声」は、パケット内で運ばれるデジタル化された音声サンプルを表
わす。
【００４７】
　用語オーディオの「リアルタイムプロトコル」（ＲＴＰ）ストリームは、パケット化音
声の１つのチャンネルと関連するＲＴＰパケットのシーケンスを表わす。
【００４８】
　用語「スイッチ仮想回路」（ＳＶＣ）は、データが送信される限りにおいてのみ設定お
よび利用される一時的な仮想回路を表わす。一旦２つのホスト間の通信が完了すると、Ｓ
ＶＣは消失する。対照的に、永久仮想回路（ＰＶＣ）は、常に利用可能なままである。
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【００４９】
　（ＩＩＩ．オーディオネットワーキング環境）
　本発明は、任意のネットワーキング環境で利用され得る。このようなオーディオネット
ワーキング環境は、広域および／またはローカルエリアネットワーク環境を含むが、それ
に制限されない。例となる実施形態では、本発明は、オーディオネットワーキング環境内
にスタンドアローンユニットとして、あるいは、メディアサーバ、パケットルータ、パケ
ットスイッチまたは他のネットワークコンポーネントの一部として組み込まれる。簡単に
言うと、本発明は、メディアサーバに組み込まれた実施形態に関連して説明される。
【００５０】
　メディアサーバは、ネットワークリンク上のオーディオを、１つ以上の回線交換および
／またはパケット交換ネットワークを介して、ローカルまたはリモートクライアントに送
達する。クライアントは、電話、携帯電話、パーソナルコンピュータ、パーソナルデータ
アシスタント（ＰＤＡ）、セットトップボックス、コンソールまたはオーディオプレイヤ
ーを含むがそれらに制限されないオーディオを操作する、任意のタイプのデバイスであり
得る。図１は、本発明によるインターネットの例となる環境を介した音声におけるメディ
アサーバ１４０の図である。この例は、電話クラインアント１０５、公衆交換電話ネット
ワーク（ＰＳＴＮ）１１０、ソフトスイッチ１２０、ゲートウェイ１３０、メディアサー
バ１４０、パケット交換ネットワーク（単数または複数）１５０およびコンピュータクラ
イアント１５５を含む。電話クライアント１０５は、ＰＳＴＮ１１０を介してオーディオ
を送受信し得る任意のタイプの電話（有線または無線）である。ＰＳＴＮ１１０は、任意
のタイプの回線交換ネットワーク（単数または複数）である。コンピュータクライアント
１５５は、パーソナルコンピュータであり得る。
【００５１】
　電話クライアント１０５は、公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）１１０、ゲートウ
ェイ１３０およびネットワーク１５０を介してメディアサーバ１４０に接続される。この
例では、コールシグナリングおよび制御は、オーディオを運ぶメディア経路またはリンク
から分離される。ソフトスイッチ１２０は、ＰＳＴＮ１１０とメディアサーバ１４０との
間に提供される。ソフトスイッチ１２０は、コールシグナリングおよび制御をサポートし
て、電話クライアント１０５とメディアサーバ１４０との間の音声コールを確立および除
去する。一例では、ソフトスイッチ１２０は、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）に準
拠する。ゲートウェイ１３０は、オーディオＰＳＴＮ１１０およびネットワーク１５０へ
、および、それらから通過するオーディオ信号を変換する責任がある。これは、回線交換
電話番号をインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスに変換し、かつ、インターネット
プロトコル（ＩＰ）アドレスを回線交換電話番号に変換する等の様々な周知の機能を含み
得る。
【００５２】
　コンピュータクライアント１５５は、ネットワーク１５０を介してメディアサーバ１４
０に接続される。メディアゲートウェイコントローラ（示されない）はまた、ＳＩＰを利
用して、コールシグナリングおよび制御をサポートして、コンピュータクライアント１５
５とメディアサーバ１４０との間の音声コール等のリンクを確立および機能停止させ得る
。アプリケーションサーバ（示されない）は、ＶＯＩＰサービスおよびアプリケーション
をサポートするために、メディアサーバ１４０に接続され得る。
【００５３】
　本発明は、これらの例となる環境に関して説明される。これらの用語の説明が、簡単の
ために提供される。本発明は、ネットワーク内のメディアサーバ、ルータ、スイッチ、ネ
ットワークコンポーネントまたはスタンドアローンユニットを含む、これらの例となる環
境におけるアプリケーションに制限されないことが意図される。実際に、以下の記述を読
むと、現在公知または将来開発される別の環境で、本発明をどのように実装すべきかが、
当業者には明らかである。
【００５４】
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　（ＩＶ．メディアサーバ、サービス、および、リソース）
　図２は、本発明の１つの実施形態による例となるメディアプラットフォーム２００の図
である。プラットフォーム２００は、スケーラブルＶＯＩＰ電話技術を提供する。メディ
アプラットフォーム２００は、リソース（単数または複数）２１０、メディアサービス（
単数または複数）２１２およびインターフェース（単数または複数）２０８に接続される
メディアサーバ２０２を含む。メディアサーバ２０２は、１つ以上のアプリケーション２
１０、リソースマネージャ２２０およびオーディオ処理プラットフォーム２３０を含む。
メディアサーバ２０２は、リソース２１０およびサービス２１２を提供する。リソース２
１０は、図２に示されるように、モジュール２１１ａ～ｆを含むが、それらに制限されな
い。リソースモジュール２１１ａ～ｆは、プレイアナウンス／訂正デジットＩＶＲリソー
ス２１１ａ、トーン／デジット音声スキャニングリソース２１１ｂ、トランスコーディン
グリソース２１１ｃ、オーディオレコード／プレイリソース２１１ｄ、テキスト対スピー
チリソース２１１ｅおよびスピーチ認識リソース２１１ｆ等の従来のリソースを含む。メ
ディアサービス２１２は、図２に示される、モジュール２１３ａ～ｅを含むが、それに制
限されない。メディアサービスモジュール２１３ａ～ｅは、テレブラウジング２１３ａ、
音声メールサービス２１３ｂ、会議ブリッジサービス２１３ｃ、ビデオストリーミング２
１３ｄおよびＶＯＩＰゲートウェイ２１３ｅ等の従来のサービスを含む。
【００５５】
　メディアサーバ２０２は、アプリケーション中央演算装置（ＣＰＵ）２１０、リソース
マネージャＣＰＵ２２０およびオーディオ処理プラットフォーム２３０を含む。アプリケ
ーションＣＰＵ２１０は、アプリケーションおよびアプレットのプログラムインターフェ
イスをサポートし、かつ、実行する任意のプロセッサである。アプリケーションＣＰＵ２
１０は、プラットフォーム２００に１つ以上のメディアサービス２１２を提供させること
ができる。リソースマネージャＣＰＵ２２０は、リソース２１０とアプリケーションＣＰ
Ｕ２１０および／またはオーディオ処理プラットフォーム２３０との間の接続性を制御す
る任意のプロセッサである。オーディオ処理プラットフォーム２３０は、１つ以上のネッ
トワークインターフェース２０８との通信接続性を提供する。オーディオ処理プラットフ
ォーム２３０を介したメディアプラットフォーム２００は、ネットワークインターフェー
ス２０８を介して情報を送受信する。インターフェース２０８は、非同期転送モード（Ａ
ＴＭ）２０９ａ、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）イーサネット（Ｒ）２０９ｂ、
デジタル加入者ライン（ＤＳＬ）２０９ｃ、ケーブルモデム２０９ｄおよびチャンネル化
されたＴ１～Ｔ３ライン２０９ｅを含むが、それらに制限されない。
（Ｖ．独立オーディオストリームのノイズレススイッチングのためのパケット／セルスイ
ッチを有するオーディオ処理プラットフォーム）
　本発明のある実施形態では、オーディオ処理プラットフォーム２３０は、ダイナミック
完全メッシュ化セルスイッチ３０４、および、インターネットプロトコル（ＩＰ）パケッ
ト等のパケットの受信および処理のための他のコンポーネントを含む。オーディオ処理に
関する図３に示されるプラットフォーム２３０は、本発明によるノイズレススイッチング
を含む。
【００５６】
　示されるように、オーディオ処理プラットフォーム２３０は、コール制御およびオーデ
ィオ特性マネージャ３０２、セルスイッチ３０４（セルスイッチ３０４はセルスイッチま
たはパケットスイッチであり得ることを示すために、パケット／セルスイッチとして示さ
れもする）、ネットワーク接続３０５、ネットワークインターフェイスコントローラ３０
６およびオーディオチャンネルプロセッサ３０８を含む。ネットワークインターフェイス
コントローラ３０６は、さらに、パケットプロセッサ３０７を含む。コール制御およびオ
ーディイオ特性マネージャ３０２は、セルスイッチ３０４、ネットワークインターフェイ
スコントローラ３０６およびオーディオチャンネルプロセッサ３０８に接続される。ある
構成では、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２は、直接ネットワークイン
ターフェイスコントローラ３０６に接続される。ネットワークインターフェイスコントロ
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ーラ３０６は、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２により送信される制御
コマンドに基づくパケットプロセッサ３０７動作を制御する。
【００５７】
　ある実施形態では、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２は、セルスイッ
チ３０４、ネットワークインターフェイスコントローラ３０６（パケットプロセッサ３０
７を含む）、オーディオチャンネルプロセッサ３０８を制御して、本発明による独立オー
ディオストリームのノイズレススイッチングを提供する。このノイズレススイッチングは
、図６～９に関連して以下でさらに説明される。本発明によるコール制御およびオーディ
オ特性マネージャ３０１の実施形態は、図３Ｂに関連して以下にさらに説明される。
【００５８】
　ネットワーク接続３０５は、パケットプロセッサ３０７に接続される。パケットプロセ
ッサ３０７はまた、セルスイッチ３０４に接続される。セルスイッチ３０４は、オーディ
オチャンネルプロセッサ３０８に接続される。ある実施形態では、オーディオチャンネル
プロセッサ３０８は、４コールを制御することができる４つのチャンネルを含む。すなわ
ち、４つのオーディオ処理セクションが存在する。別の実施形態では、多かれ少なかれオ
ーディオチャンネルプロセッサ３０８が存在する。
【００５９】
　ＩＰパケット等の、オーディオデータを有するプレイロードを含むデータパケットは、
ネットワーク接続３０５に到達する。ある実施形態では、パケットプロセッサ３０７は、
１秒１リンク当たり３００，０００パケットの範囲の高速ネットワークトラフィックが可
能な１つ以上または８つの１００Ｂａｓｅ－ＴＸ完全デュプレックスイーサネット（Ｒ）
リンクを含む。別の実施形態では、パケットプロセッサ３０７は、リンクおよび／または
８，０００Ｇ．７７１音声チャンネル当たり１システム当たり１，０００Ｇ．７７１音声
ポートが可能である。
【００６０】
　さらなる実施形態では、パケットプロセッサ３０７は、パケットのＩＰヘッダを認識し
、最小のパケット遅延またはジッタで全ＲＴＰルーティング判定を制御する。
【００６１】
　本発明のある実施形態では、パケット／セルスイッチ３０４は、２．５Ｇｂｐｓ全帯域
幅を有する非ブロッキングスイッチである。別の実施形態では、パケット／セルスイッチ
２０４は、全帯域幅の５Ｇｂｐｓを有する。
【００６２】
　ある実施形態では、オーディオチャネルプロセッサ３０８は、図４に関連してさらなる
詳細が述べられるように、デジタル信号プロセッサ等の任意のオーディオソースを含む。
オーディオチャネルプロセッサ３０８は、１つ以上のサービス２１１ａ～ｆを含むオーデ
ィオ関連サービスを実行し得る。
【００６３】
　（ＶＩ．例となるオーディオ処理プラットフォーム実装）
　図４は、例となる、本発明を制限することを意図しない１つの例となる実装を示す。図
４に示されるように、オーディオ処理プロセッサ２３０は、シェルフコントローラカード
（ＳＣＣ）であり得る。システム４００は、あるそのようなＳＣＣを実現する。システム
４００は、セルスイッチ３０４、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２、ネ
ットワークインターフェイスコントローラ３０６、インターフェース回路４１０ならびに
オーディオチャンネルプロセッサ３０８ａ～ｄを含む。
【００６４】
　より詳細には、システム４００は、ネットワーク接続４２４および４２６においてパケ
ットを受信する。ネットワーク接続４２４および４２６は、ネットワークインターフェイ
スコントローラ３０６に接続される。ネットワークインターフェイスコントローラ３０６
は、パケットプロセッサ３０７ａ～ｂを含む。パケットプロセッサ３０７ａ～ｂは、コン
トローラ４２０、４２２、転送ケーブル４１２、４１６ならびに転送プロセッサ（ＥＰＩ
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Ｆ）４１４、４１８を含む。図４に示されるように、パケットプロセッサ３０７ａは、ネ
ットワーク接続４２４に接続される。ネットワーク接続４２４は、コントローラ４２０に
接続される。コントローラ４２０は、転送ケーブル４１２およびＥＰＩＦ４１４の両方に
接続される。パケットプロセッサ３０７ｂは、ネットワーク接続４２６に接続される。ネ
ットワーク接続４２６は、コントローラ４２２に接続される。コントローラ４２２は、転
送テーブル４１６およびＥＰＩＦ４１８の両方に接続される。
【００６５】
　ある実施形態では、パケットプロセッサ３０７は、１つ以上のドーターカードモジュー
ルで実装され得る。別の実施形態では、各ネットワーク接続４２４および４２６は、１０
０Ｂａｓｅ－ＴＸまたは１０００Ｂａｓｅ－Ｔリンクであり得る。
【００６６】
　パケットプロセッサ３０７により受信されるＩＰパケットは、内部パケットへ処理され
る。セル層が利用される時、内部パケットは、セル（従来のセグメンテーションおよびリ
アセンブリ（ＳＡＲ）モジュールによるＡＴＭセル等）に変換される。セルは、パケット
プロセッサ３０７によりセルスイッチ３０４に転送される。パケットプロセッサ３０７は
、セルバス４２８、４３０、４３２、４３４を介してセルスイッチ３０４に接続される。
セルスイッチ３０４は、各セルを分析し、各セルをそのセルが向かうオーディオチャンネ
ルに基づく適切なセルバス４５４、４５６、４５８、４６０の適切なセルバスに転送する
。セルスイッチ３０４は、ダイナミックで完全メッシュスイッチである。
【００６７】
　ある実施形態では、インターフェース回路４１０はバックプレーンコネクタである。
【００６８】
　システム４００におけるパケットおよびセルの処理およびスイッチングのために利用可
能なリソースおよびサービスは、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０４によ
り提供される。コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２は、プロセッサインタ
ーフェイス（ＰＩＦ）４３６、ＳＡＲおよびローカルバス４３７を介してセルスイッチ４
０２に接続される。ローカルバス４３７は、バッファ４３８にさらに接続される。バッフ
ァ４３８は、コール制御および／またはオーディオ特性マネージャ３０２とセルスイッチ
３０４との間の命令を格納し、キューする。
【００６９】
　コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２はまた、バス接続４４４を介してメ
モリモジュール４４２および構成モジュール４４０に接続される。ある実施形態では、構
成モジュール４４０は、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２のブートアッ
プ、初期診断および動作パラメータのための制御ロジックを提供する。ある実施形態では
、メモリモジュール４４２は、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２のラン
ダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）動作のためのデュアルインラインメモリモジュール（ＤＩ
ＭＭ）を含む。
【００７０】
　コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２は、さらにインターフェース回路４
１０に接続される。ネットワークコンジット４０８は、リソースマネージャＣＰＵ２２０
および／またはアプリケーションＣＰＵ２１０をインターフェース回路４１０に接続する
。ある実施形態では、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２は、インターフ
ェース回路４１０の状態およびインターフェース回路４１０に接続されたさらなるコンポ
ーネントをモニタリングする。別の実施形態では、コール制御およびオーディオ特性マネ
ージャ３０２は、プラットフォーム２００のリソース２１０およびサービス２１２を提供
するために、インターフェース回路４１０に接続されたコンポーネントの動作を制御する
。
【００７１】
　コンソールポート４７０はまた、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２に
接続される。コンソールポート４７０は、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３
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０２の動作へのダイレクトアクセスを提供する。例えば、メディアプロセッサをリブート
するか、あるいは、そうでなければコンソールポート４７０を利用して、コール制御およ
びオーディオ特性マネージャ３０２、すなわちシステム４００の性能に影響を与える等、
動作を管理し得る。
【００７２】
　基準クロック４６８は、インターフェース回路４１０およびシステム４００の他のコン
ポーネントに接続され、パケット、セルおよびシステム４００の命令をタイムサンプリン
グする一貫した手段を提供する。
【００７３】
　インターフェース回路４１０は、各オーディオチャンネルプロセッサ３０８ａ～３０８
ｄに接続される。各プロセッサ３０８は、ＰＩＦ４７６、１つ以上のカードプロセッサの
グループ４７８（「バンク」プロセッサと呼ばれる）、ならびに、１つ以上のデジタル信
号プロセッサ（ＤＳＰ）およびＳＤＲＡＭバッファのグループ４８０を含む。ある実施形
態では、グループ４７８に４つのカードプロセッサ、および、グループ４８０に３２個の
ＤＳＰが存在する。そのような実施形態では、グループ４７８の各カードプロセッサは、
グループ４８０の８つのＤＳＰとアクセスし、かつ、動作し得る。
【００７４】
　（ＶＩＩ．コールコントロールおよびオーディオフィーチャマネージャ）
　図３Ｂは、本発明の１実施形態によるコールコントロールおよびオーディオフィーチャ
マネージャ３０２のブロック図である。コールコントロールおよびオーディオフィーチャ
マネージャ３０２は、プロセッサ３０２として機能的に示される。プロセッサ３０２は、
コールシグナリングマネージャ３５２、システムマネージャ３５４、接続マネージャ３５
６およびフィーチャコントローラ３５８を備える。
【００７５】
　コールシグナリングマネージャ３５２は、コールの確立および除去、ソフトスイッチと
のインターフェース接続、ならびにＳＩＰ等のシグナリングプロトコルを処理するといっ
たコールシグナリング動作を管理する。
【００７６】
　システムマネージャ３５４は、システム２３０のコンポーネント上でブートストラップ
（ｂｏｏｔｓｔｒａｐ）およびダイアグノスティックプログラム（ｄｉａｇｎｏｓｔｉｃ
）動作を実行する。システムマネージャ３５４は、さらに、システム２３０をモニタリン
グし、かつ種々のホットスワッピングおよび冗長動作を制御する。
【００７７】
　接続マネージャ３５６は、テーブル４１２および４１６等のＥＰＩＦフォワーディング
テーブルを管理し、かつルーティングプロトコル（ルーティング情報プロトコル（ＲＩＰ
）、Ｏｐｅｎ　Ｓｈｏｒｔｅｓｔ　Ｐａｔｈ　Ｆｉｒｓｔ（ＯＳＰＦ）等）を提供する。
さらに、接続マネージャ３５６は、内部ＡＴＭ相手固定接続（ＰＶＣ）および／またはＳ
ＶＣを確立する。１実施形態において、接続マネージャ３５６は、ネットワーク接続４２
４および４２６等のネットワーク接続間、ＤＳＰ４８０ａ～ｄ等のＤＳＰチャネル間の双
方向接続を確立し、これにより、データフローは、ソースであり得るか、またはＤＳＰま
たは他のタイプのチャネルプロセッサによって処理され得る。
【００７８】
　別の実施形態において、接続マネージャ３５６は、ＥＰＩＦおよびＡＴＭハードウェア
の詳細を要約する。コールシグナリングマネージャ３５２およびリソースマネージャＣＰ
Ｕ２２０は、これらの詳細にアクセスし得、これにより、これらの動作は、適切なサービ
スセットおよび性能パラメータに基づく。
【００７９】
　フィーチャコントローラ３５８は、Ｈ．３２３およびＭＧＣＰ（Ｍｅｄｉａ　Ｇａｔｅ
ｗａｙ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）等の通信インターフェースおよびプロトコ
ルを提供する。
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【００８０】
　１実施形態において、カードプロセッサ４７８ａ～ｄは、コールコントロールおよびオ
ーディオフィーチャマネージャ３０、およびそのモジュール（コールシグナリングマネー
ジャ３５２、システムマネージャ３５４、接続マネージャ３５６、およびフィーチャコン
トローラ３５８）のいずれかからの命令を処理するためのローカルマネージャを用いてコ
ントローラとして機能する。カードプロセッサ４７８ａ～ｄは、その後、ＤＳＰバンク、
ネットワークインターフェース、およびオーディオストリーム等のメディアストリームを
管理する。
【００８１】
　１実施形態において、ＤＳＰ４８０ａ～ｄは、プラットフォーム２００のリソース２１
０およびサービス２１２を提供する。
【００８２】
　１実施形態において、本発明のコールコントロールおよびオーディオフィーチャマネー
ジャ３０２は、アプレットを用いて本発明のＥＰＩＥを統括する。このような実施形態に
おいて、パラメータ（ポートＭＡＣアドレス、ポートＩＰアドレス等）を構成するための
、検索テーブルマネージメント、統計アップロード等のコマンドがアプレットによって間
接的に発行される。
【００８３】
　ＥＰＩＦは、エントリを生成、削除および検索することと関連した機能性を処理するた
めのサーチエンジンを提供する。プラットフォーム２００は、パケットのソースおよび宛
先に関して動作するので、ＥＰＩＦは、ソースおよびあて先の検索機能性を提供する。パ
ケットのソースおよび宛先は、イングレス（ｉｎｇｒｅｓｓ）およびエグレス（ｅｇｒｅ
ｓｓ）アドレスのための検索テーブルに格納される。ＥＰＩＦは、後述されるように、さ
らに、ＲＴＰヘッダ情報を管理し、転送されるべきエグレスオーディオストリームの相対
的優先順位を評価する。
【００８４】
　（ＶＩＩＩ．オーディオプロセシングプラットフォームオペレーション）
　オーディオプロセシングプラットフォーム２３０の動作は、図５Ａおよび図５Ｂのフロ
ーチャートに示される。図５Ａは、本発明の実施形態によるコールおよびイングレスパケ
ットプロセシングの確立を示すフローチャートである。図５Ｂは、本発明の実施形態によ
る、エグレスパケットプロセシングおよびコールの完了を示すフローチャートである。
【００８５】
　（Ａ．イングレスオーディオストリーム）
　図５Ａにおいてイングレス（インバウンドとも呼ばれる）オーディオストリームのプロ
セスは、工程５０２で開始し、すぐに工程５０４に進む。
【００８６】
　工程５０４において、コールコントロールおよびオーディオフィーチャマネージャ３０
２は、ネットワーク接続３０５を介して通信するクライアントとのコールを確立する。１
実施形態において、コールコントロールおよびオーディオフィーチャマネージャ３０２は
、クライアントへのアクセスをネゴシエーションおよび認証する。一旦アクセスが認証さ
れると、コールコントロールおよびオーディオフィーチャマネージャ３０２は、クライア
ントへのコールのためのＩＰおよびＵＤＰアドレス情報を提供する。一旦コールが確立さ
れると、プロセスは、直ちに工程５０６に進む。
【００８７】
　工程５０６において、パケットプロセッサ３０７は、ＩＰパケット搬送オーディオを、
ネットワーク接続３０５を介して受信する。アップルトーク、ＩＰＸまたは他のタイプの
イーサネット（Ｒ）パケット等のＩＰパケットを含むが、これらに限定されない任意のタ
イプのパケットが用いられ得る。一旦パケットが受信されると、プロセスは、工程５０８
に進む。
【００８８】
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　工程５０８において、パケットプロセッサ３０７は、検索テーブルにおけるＩＰおよび
ＵＤＰヘッダアドレスをチェックして、関連したＳＶＣを見つけ出し、その後、ＶＯＩＰ
パケットを内部パケットに変換する。このようなパケットは、例えば、図７Ｂを参照して
以下に記載されるようなペイロードおよびコントロールヘッダで構成され得る。パケット
プロセッサ３０７は、その後、データの少なくともいくつかを用いて、および情報をルー
ティングしてパケットを構成し、かつ相手選択接続（ＳＶＣ）を割り当てる。ＳＶＣは、
オーディオチャネルプロセッサ３０８の１つと、特に、オーディオペイロードを処理する
それぞれのＤＳＰの１つと関連付けられる。
【００８９】
　セル層が用いられた場合、内部パケットは、さらに、ＡＴＭセル等のセルに変更または
マージされる。このようにして、内部パケット内のオーディオペイロードは、１つ以上の
ＡＴＭセルのストリームにおけるオーディオペイロードに変換される。従来のセグメンテ
ーションおよびアセンブリ（ＳＡＲ）モジュールは、内部パケットをＡＴＭセルに変換す
るために用いられ得る。一旦パケットがセルに変換されると、プロセスは工程５１０に進
む。
【００９０】
　工程５１０において、セルスイッチ３０４は、ＳＶＣに基づいてオーティオチャネルプ
ロセッサ３０８の適切なオーディオチャネルにセルを切換える。プロセスは、工程５１２
に進む。
【００９１】
　工程５１２において、オーディオチャネルプロセッサ３０８は、セルをパケットに変換
する。チャネル毎に到着するＡＴＭセルにおけるオーディオペイロードが、１つ以上のパ
ケットのストリームにおけるオーディオペイロードに変換される。従来のＳＡＲモジュー
ルは、ＡＴＭをパケットに変換するために用いられ得る。パケットは、内部エグレスパケ
ット、またはオーティオペイロードを有するＩＰパケットであり得る。一旦セルが内部パ
ケットに変換されると、プロセスは、工程５１４に進む。
【００９２】
　工程５１４において、オーディオチャネルプロセッサ３０８は、それぞれのオーディオ
チャネルにおいてパケットのオーディオデータを処理する。１実施形態において、オーデ
ィオチャネルは、１つ以上のメディアサービス２１３ａ～ｅと関連付けられる。例えば、
これらのメディアサービスは、テレブラウジング、ボイスメール、会議ブリッジング（会
議コーリングとも呼ばれる）、ビデオストリーミング、ＶＯＩＰゲートウェイサービス、
テレフォニー、またはオーディオコンテンツの任意の他のメディアサービスであり得る。
【００９３】
　（Ｂ．エグレスオーディオストリーム）
　図５Ｂにおいて、エグレス（アウトバウンドとも呼ばれる）オーディオストリームは、
工程５２２で開始し、直ちに工程５２４に進む。
【００９４】
　工程５２４において、コールコントロールおよびオーディオフィーチャマネージャ３０
２は、ノイズレススイッチオーバーのためのオーディオソースを識別する。このオーディ
オソースは、既存のコールまたは他のメディアサービスと関連付けられ得る。一旦オーデ
ィオソースが識別されると、プロセスは、直ちに工程５２６に進む。
【００９５】
　工程５２６において、オーディオソースは、パケットを生成する。１実施形態において
、オーディオチャネルプロセッサ３０８におけるＤＳＰは、オーディオソースである。オ
ーディオデータは、ＤＳＰと関連付けられたＳＤＲＡＭに格納され得る。このオーディオ
データは、その後、ＤＳＰによってパケットにパケット化される。内部パケット、または
イーサネット（Ｒ）パケット等のＩＰパケットを含むが、これらに限定されない任意のタ
イプのパケットが用いられ得る。好適な１実施形態において、パケットは、図７Ｂを参照
して記載されるように生成された内部エグレスパケットである。
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【００９６】
　工程５２８において、オーディオチャネルプロセッサ３０８は、パケットを、ＡＴＭセ
ル等のセルに変換する。パケット内のオーディオペイロードは、１つ以上のＡＴＭセルの
ストリームにおけるオーディオペイロードに変換される。端的には、パケットがパーズさ
れ、データおよびルーティング情報は解析される。オーディオチャネルプロセッサ３０８
は、その後、データおよびルーティング情報の少なくともいくつかを用いてセルを構築し
、かつ相手選択接続（ＳＶＣ）を割り当てる。従来のＳＡＲモジュールは、パケットをＡ
ＴＭセルに変換するために用いられ得る。ＳＶＣは、オーディオチャネルプロセッサ３０
８の１つと、特に、オーディオソースのそれぞれのＤＳＰおよび宛先ポート３０５を接続
する回路と関連付けられる。一旦パケットがセルに変換されると、プロセスは、工程５３
０に進む。
【００９７】
　工程５３０において、セルスイッチ３０４は、オーディオチャネルプロセッサ３０８の
オーディオチャネルのセルをＳＶＣに基づいて宛先ネットワーク接続３０５に切換える。
【００９８】
　工程５３２において、パケットプロセッサ３０７は、セルをＩＰパケットに変換する。
チャネル毎の到着するＡＴＭセル内のオーディオペイロードは、１つ以上の内部パケット
のストリーム内のオーディオペイロードに変換される。従来のＳＡＲモジュールは、ＡＴ
Ｍを内部パケットに変換するために用いられ得る。イーサネット（Ｒ）パケット等のＩＰ
パケットを含むが、これらに限定されない任意のタイプのパケットが用いられ得る。一旦
セルがパケットに変換されると、プロセスは、工程５３４に進む。
【００９９】
　工程５３４において、各パケットプロセッサ３０７は、ＲＴＰ、ＩＰおよびＵＤＰヘッ
ダ情報をさらに加える。検索テーブルは、ＳＶＣと関連付けられたＩＰおよびＵＤＰヘッ
ダアドレス情報を見つけ出すためにチェックされる。ＩＰパケットは、その後、オーディ
オを、ネットワーク接続３０５を介してネットワークにわたって搬送して宛先デバイス（
電話、コンピュータ、パルムデバイス、ＰＤＡ等）に送信される。パケットプロセッサ３
０７は、それぞれのオーディオチャネルに置けるパケットのオーディオデータを処理する
。１実施形態において、オーディオチャネルは、１つ以上のメディアサービス２１３ａ～
ｅに関連付けられる。例えば、これらのメディアサービスは、テレブラウジング、ボイス
メール、コンファレンスブリッジング（コンファレンスコーリングとも呼ばれる）、ビデ
オストリーミング、ＶＯＩＰゲートウェイサービス、テレフォニー、またはオーディオコ
ンテンツの任意の他のメディアサービスであり得る。
【０１００】
　（ＩＸ．エグレスオーディオストリームのノイズレススイッチング）
　本発明の１局面によりと、オーディオプロセシングプラットフォーム２３０は、独立し
たエグレスオーディオストリーム間をノイズレスで切換える。オーディオプロセシングプ
ラットフォーム２３０は、例示的である。本発明は、エグレスオーディオストリームのの
ないスイッチングに関して、任意のメディアサーバ、ルータ、スイッチ、またはオーディ
オプロセッサにおいて用いられ得、かつオーディオプロセシングプラットフォーム２３０
に限定されることが意図されない。
【０１０１】
　（Ａ．セルスイッチ－内部オーディオソース）
　図６Ａは、本発明の実施形態による内部オーディオソースによって生成される独立した
エグレスオーディオストリームのセルのスイッチングを実行する、システムにわたるノイ
ズレススイッチの図である。図６Ａは、内部オーディオソースからのエグレスオーディオ
ストリームスイッチング用のシステム６００Ａの実施形態を示す。システム６００Ａは、
エグレスオーディオストリーム動作スイッチングモードのために構成されたオーディオ処
理プラットフォームのコンポーネントを含む。特に、図６Ａに示されるように、システム
６００Ａは、ｎ個の内部オーディオソース６０４ｎ、セルスイッチ３０４、およびネット
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ワークインターフェースコントローラ３０６に結合されたコールコントロールおよびオー
ディオフィーチャコントローラ３０２を含む。内部オーディオソース６０４ａ～６０４ｎ
は、２つ以上のオーディオソースであり得る。ＤＳＰを含むが、これらに限定されない任
意のタイプのオーディオソースが用いられ得る。１実施例において、ＤＳＰ４８０は、オ
ーディオソースであり得る。オーディオを生成するために、オーディオソース６０４は、
オーディオを内部に生成し、および／または外部ソースから受信されたオーディオを変換
し得る。
【０１０２】
　コールコントロールおよびオーディオフィーチャコントローラ３０２は、エグレスオー
ディオコントローラ６１０をさらに含む。エグレスオーディオコントローラ６１０は、制
御ロジックであり、これは、オーディオソース６０４ｎ、セルスイッチ３０４、および／
またはネットワークインターフェースコントローラ３０６に制御信号を発し、本発明によ
る独立エグレスオーディオストリーム間でノイズレスのスイッチングを実行する。制御ロ
ジックは、ソフトウェア、ファームウェア、マイクロコード、ハードウェア、またはこれ
らが組み合わされてインプリメントされ得る。
【０１０３】
　ＳＡＲ６３０、６３２、６３４を含むセル層が、さらに提供される。ＳＡＲ６３０、６
３２は、セルスイッチ３０４と各オーディオソース６０４ａ～ｎとの間に結合される。Ｓ
ＡＲ６３４は、セルスイッチ３０４とＮＩＣ３０６との間に結合される。
【０１０４】
　１実施形態において、独立したエグレスオーディオストリームは、ＲＴＰ情報を有する
ＩＰパケットのストリーム、および内部エグレスパケットのストリームを含む。従って、
まず、ＩＰパケットおよび内部エグレスパケットを説明することが有用である（図７Ａ～
図７Ｂ）。次に、システム６００Ａおよびその動作が独立エグレスオーディオストリーム
を参照して詳細に記載される（図８～図９）。
【０１０５】
　（Ｂ．パケット）
　１実施形態において、本発明は、２つのタイプのパケット、すなわち（１）ＲＴＰ情報
を有するＩＰパケット、および（２）内部エグレスパケットを用いる。これらのタイプの
パケットの両方が、図７Ａおよび図７Ｂにおける実施例で示され、かつ記載される。ＩＰ
パケット７００Ａは、ＮＩＣ３０６におけるパケットプロセッサ３０７によって外部パケ
ット交換ネットワークを介して送信および受信される。内部エグレスパケット７００Ｂは
、オーディオソース（例えば、ＤＳＰ）６０４ａ～６０４ｎによって生成される。
【０１０６】
　（１．ＲＴＰ情報を有するＩＰパケット）
　標準的インターネットプロトコル（ＩＰ）パケット７００Ａは、図７Ａに示される。Ｉ
Ｐパケット７００Ａは、種々のコンポーネントと共に示される。これらは、メディアアク
セスコントロール（ＭＡＣ)フィールド７０４、ＩＰフィールド７０６、ユーザデータグ
ラムプロトコル（ＵＤＰ）フィールド７０８、ＲＴＰフィールド７１０、デジタルデータ
を含むペイロード７１２、およびサイクル巡回チェック（ＣＲＣ）フィールド７１４であ
る。リアルタイムトランスポートプロトコル（ＲＴＰ）は、デジタル化されたオーディオ
等の周期データをソースデバイスから宛先デバイスに搬送するための標準化されたプロト
コルである。比較プロトコル、リアルタイムコントロールプロトコル（ＲＴＣＰ）は、さ
らに、セッションの質に関する情報を提供するように、ＲＴＰと共に用いられ得る。
【０１０７】
　より具体的には、ＭＡＣ７０４およびＩＰ７０６フィールドは、各パケットが、２つの
デバイス（送信元および宛先）を相互接続するＩＰネットワークを横断することを可能に
するためにアドレシング情報を含む。ＵＤＰフィールド７０８は、２バイトのポート数を
含み、これはＲＴＰ／オーディオストリームチャネル数を識別し、これにより、ネットワ
ークインターフェースから受信された場合、オーディオプロセッサの宛先に内部でルーテ
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ィングされ得る。本発明の１実施形態において、本明細書中に示されるように、オーディ
オプロセッサは、ＤＳＰである。
【０１０８】
　ＲＴＰフィールド７１０は、パケットシーケンス数およびタイムスタンプを含む。ペイ
ロード７１２は、デジタル化されたオーディオバイトサンプルを含み、かつ、エンドポイ
ントオーディオプロセッサによって復号され得る。ＲＴＰと互換性のある、オーディオタ
イプおよび／またはビデオタイプのメディアの任意のペイロードタイプおよび符号化スキ
ーマが、本明細書中に示された当業者に明らかであるように用いられ得る。ＣＲＣフィー
ルド７１４は、パケット全体の完全性を検証する方法を提供する。Ｄ．Ｃｏｌｌｉｎｓに
よる「Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｇｒａｄｅ　Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ」５２～７２ページ（
この刊行物全体のテキストは、参考のため、本明細書中に援用される）に記載されるＲＴ
Ｐパケットおよびペイロードタイプの記載を参照されたい。
【０１０９】
　（２．内部エグレスパケット）
　図７Ｂは、本発明の例示的内部エグレスパケットをかなり詳細に示す。パケット７００
Ｂは、コントロール（ＣＴＲＬ）ヘッダ７２０およびペイロード７２２を含む。内部エグ
レスパケット７００Ｂの有利な点は、ＩＰパケット７００Ａよりも生成が簡単であり、か
つサイズがこれよりも小さいことである。このことは、オーディオソース、および内部エ
グレスパケットを処理する他のコンポーネントに要求される負担および作業を低減する。
【０１１０】
　１実施形態において、オーディオソース６０４ａ～６０４ｎはＤＳＰである。各ＤＳＰ
は、ＣＴＲＬヘッダ７２０を、オーディオストリーム毎に生成されるペイロード７２２の
前に追加する。ＣＴＲＬ７２０は、その後、制御情報ダウンストリームをリレーするため
に用いられる。この制御情報は、例えば、特定のエグレスオーディオストリームに関する
優先順位情報であり得る。
【０１１１】
　パケット７００Ｂは、ＡＴＭセル等の１つ以上のセルに変換され、セルスイッチ３０４
を介して、かつネットワークインターフェースコントローラ３０６におけるパケットプロ
セッサ３０７に内部で送信される。セルが内部エグレスパケットに変換された後、パケッ
トプロセッサ３０７は、内部ヘッダＣＴＲＬ７２０を除去および復号する。ＩＰパケット
情報の残りは、ペイロード７２２の前に追加され、ＩＰパケット７００ＡとしてＩＰネッ
トワークに転送される。これは、ＤＳＰの処理作業が低減されるという有利な点を達成す
る。ＤＳＰは、比較的短いコントロールヘッダをペイロードに追加することのみを必要と
する。ＲＴＰヘッダ情報を有する有効なＩＰパケットを生成するための情報を追加すると
いう残りの処理作業がパケットプロセッサ（単数または複数）３０７に分散され得る。
【０１１２】
　（Ｃ．優先レベル）
　ネットワークインターフェースコントローラ（ＮＩＣ）３０６は、すべての内部エグレ
スパケット、および、外部ネットワーク用のすべてのエグレスＩＰパケットを処理する。
従って、ＮＩＣ３０６は、各パケットのコンテンツに基づいて、送信された各パケットに
関する最終フォワーディングの決定を下し得る。いくつかの実施形態において、ＮＩＣ３
０６は、優先順位情報に基づいてエグレスＩＰパケットのフォワーディングを管理する。
これは、より高位の優先順位を有するエグレスＩＰパケットのオーディオストリームに切
換え、または、より低位の優先順位を有するエグレスＩＰパケットの別のオーディオスト
リームをフォワーディングしないことを含み得る。
【０１１３】
　１実施形態において、内部オーディオソース６０４ａ～６０４ｎは、優先レベルを決定
する。あるいは、ＮＩＣ３０６は、ＮＩＣ３０６の外部ソースから受信されたオーディオ
の優先順位を決定し得る。任意の数の優先レベルが用いられ得る。優先レベルは、オーデ
ィオソースおよびそれらのそれぞれのオーディオストリームのそれぞれの優先順位を区別
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する。優先レベルは、日時、コーラ（単数または複数）の識別またはグループ化、あるい
はオーディオ処理およびメディアサービスに関する他の類似のファクタを含むが、これら
に限定されない、ユーザによって選択された任意の基準に基づき得る。システム６００フ
ィルタ６００のコンポーネントは、オーディオストリーム内の優先レベル情報をフィルタ
リングおよびフォワーディングする。１実施形態において、システム６００におけるリソ
ースマネージャは、外部システムと相互通信し得、オーディオストリームの優先レベルを
変更する。例えば、外部システムは、コールに関する課金通知または広告をキューに入れ
るためのシステムに知らせるオペレータであり得る。従って、リソースマネージャは、オ
ーディオストリームに割り込むことができる。このノイズレス切換えは、ユーザによって
か、または、待機中の状態、緊急イベントまたは時限イベント（ｔｉｍｅｄ　ｅｖｅｎｔ
）等のシグナリング状態といった特定の所定のイベントに基づいて自動的に引き起こされ
得る。
【０１１４】
　（Ｄ．ノイズレスフルメッシュセルスイッチ）
　システム６００Ａは、複数のイングレスおよびエグレスオーディオチャネルの「フリー
プール（ｆｒｅｅ　ｐｏｏｌ）」と考えられ得る。なぜなら、フルメッシュパケット／セ
ルスイッチ３０４は、エグレスオーディオチャネルを任意の所与のコールへの参加に切換
えるために用いられるからである。任意のエグレスオーディオチャネルは、任意の時間の
電話コールに参加するよう要請され得る。初期コールのセットアップ中およびコールがセ
ッション中である間、任意のエグレスオーディオチャネルが、コールにおよびコールから
切換えられ得る。本発明のシステム６００Ａのフルメッシュスイッチング能力は、本発明
のＩＰパケットまたはセルをドロップまたは破損しない正確なノイズレスのスイッチング
機能性を提供する。さらに、２段階エグレススイッチング技術が用いられる
　（Ｅ．２段階エグレススイッチング）
　システム６００Ａは、少なくとも２段階のスイッチングを含む。エグレススイッチング
に関して、第１段階は、セルスイッチ３０４である。第１段階は、セルベースであり、ス
イッチ仮想回路（ＳＶＣ）を利用して、オーディオストリームを別々の物理的ソース（オ
ーディオソース６０４ａ～６０４ｎ）から単一方向エグレスのネットワークインターフェ
イスコントローラ（ＮＩＣ３０６）へスイッチする。優先度情報は、オーディオソースに
より生成されるセルのＣＴＲＬヘッダ７２０において提供される。第２段階は、エグレス
ＮＩＣ３０６内に含まれることにより、多重オーディオソース（６０４ａ～６０４ｎ）か
らどのオーディオストリームを処理し、かつ、パケットスイッチＩＰネットワーク等のパ
ケットを介して送信するかを選択する。どの転送されるべきオーディオストリームがＮＩ
Ｃ３０６により実行され得るかについてのこの選択は、ＣＴＲＬヘッダ７２０において提
供される優先度情報に基づく。このように、より高い優先度を有する第２のオーディオス
トリームは、第１のオーディオストリームと同一のチャンネル上のＮＩＣ３０６により転
送され得る。オーディオストリームを受信する宛先デバイスの観点からは、チャンネル上
の第２のオーディオストリームの挿入は、独立オーディオストリームの間のノイズレスス
イッチとして受信される。
【０１１５】
　より詳細には、ある実施形態では、エグレスオーディオスイッチングは、電話コールに
おいて発生し得る。コールは、上述されたように、宛先デバイスのＭＡＣ、ＩＰおよびＵ
ＤＰ情報の協定によりオーディオソース６０４ａを用いて最初に確立される。第１のオー
ディオソース６０４ａは、コールの間に第１のオーディオストリームの生成を開始する。
第１のオーディオストリームは、パケットフォーマット７００Ｂに関して述べられたよう
に、オーディオペイロードおよびＣＴＲＬヘッダ７２０情報を有する内部エグレスパケッ
トから作られる。内部エグレスパケットは、コールに対して確立されるチャンネル上に出
る。音声、音楽、トーンまたは他のオーディオデータを含むオーディオペイロードの任意
のタイプが利用され得る。ＳＡＲ６３０は、セルスイッチ３０４を介するＳＡＲ６３４へ
のトンラスポートのために、内部パケットをセルに変換する。ＳＡＲ６３４は、セルをＮ
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ＩＣ３０６への送達の前の内部エグレスパケットへ変換して戻す。
【０１１６】
　オーディオソース６０４ａからのフローの間、ＮＩＣ３０６は、上述のように、ＣＴＲ
Ｌヘッダ７２０を復号化して取り除き、適切なＲＴＰ、ＵＤＰ、ＩＰ、ＭＡＣおよびＣＲ
Ｃフィールドを追加する。ＣＴＲＬヘッダ７２０は、ＮＩＣ３０６により利用される優先
度フィールドを含み、パケットを処理し、かつ、対応するＲＴＰパケットを送信する。Ｎ
ＩＣ３０６は、優先度フィールドを評価する。相対的に高い優先度フィールドが与えられ
ると（第１のオーディオソース６０４ａは、唯一の送信ソースである）、ＮＩＣ３０６は
、第１のオーディオストリームを保有する同期ＲＴＰヘッダ情報を有するＩＰパケットを
、ネットワークを介してコールに関連する宛先デバイスへ転送する。（尚、ＣＴＲＬヘッ
ダ７２０はまた、ＮＩＣ３０６がＲＴＰヘッダ情報を生成かつ付加する場合は、ＮＩＣ３
０６により利用または無視され得るＲＴＰまたは他の同期ヘッダ情報を含み得る。）
　エグレスオーディオコントローラ６１０が、ノイズレススイッチオーバーが発生し得る
コールイベントを判定する場合、第２のオーディオソース６０４ｎは、第２のオーディオ
ストリームの生成を開始する。オーディオは、オーディオソース６０４ｎにより直接生成
され得るか、または、元々外部のデバイスにより生成されたオーディオを変換することに
より生成し得る。第２のオーディオストリームは、パケットフォーマット７００Ｂに関連
して述べられたように、オーディオペイロードおよびＳＴＲＬヘッダ７２０を有する内部
エグレスパケットから作られる。音声、音楽または他のオーディオデータを含むオーディ
オペイロードの任意のタイプが利用され得る。第２のオーディオストリームは、第１のオ
ーディオストリームより高い優先度フォールドが与えられると仮定する。例えば、第２の
オーディオストリームは、広告、緊急パブリックサービスメッセージ、または、宛先デバ
イスにより確立される第１のチャンネルにノイズレスで挿入されていることが望まれる他
のオーディオデータを表わし得る。
【０１１７】
　次に、第２のオーディオストリームの内部のエグレスパケットは、ＳＡＲ６３２により
セルに変換される。セルスイッチ３０４は、セルを、第１のオーディオストリームと同一
の宛先ＮＩＣ３０６に向かう各ＳＶＣにスイッチする。ＳＡＲ６３４は、セルを内部パケ
ットに変換して戻す。ここで、ＮＩＣ３０６は、第１および第２のオーディオストリーム
の内部パケットを受信する。ＮＩＣ３０６は、各ストリームにおける優先度フィールドを
評価する。より高い優先度を有する内部パケットを有する第２のオーディオストリームは
、同期ＲＴＰヘッダ情報を有するＩＰパケットに変換され、かつ、宛先デバイスに転送さ
れる。より低い優先度を有する内部パケットを有する第１のオーディオストリームは、バ
ッファに格納されるか、または、同期ＲＴＰヘッダ情報を有し、かつ、バッファ格納され
たＩＰパケットに変換される。ＮＩＣ３０６は、第２のオーディオストリームが完了した
時、所定の時間が経過した後、あるいは、手動もしくは自動制御信号が復旧のために受信
される時に、第１のオーディオストリームの転送を復旧する。
【０１１８】
　（Ｆ．ノイズレススイッチオーバーをトリガーするコールイベント）
　ここで、本発明によるノイズレススイッチングの実施形態における優先度フィールドの
機能性が、図８、９Ａおよび９Ｂに関して述べられる。
【０１１９】
　図８に、本発明のある実施形態によるノイズレススイッチングルーティン８００のフロ
ー図が示される。簡単のために、ノイズレススイッチングルーティン８００は、システム
６００に関連して述べられる。
【０１２０】
　フロー８００は、工程８０２で始まり、直ちに工程８０４に進む。
【０１２１】
　工程８０４では、コール制御およびオーディオ特性マネージャ３０２は、第１のオーデ
ィオソース６０４ａから宛先デバイスへコールを確立する。コール制御およびオーディオ
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特性マネージャ３０２は、宛先デバイスと協定して、ネットワークを介して送信されるＩ
Ｐパケットの第１のオーディオストリームにおいて利用するためのＭＡＣ、ＩＰおよびＵ
ＤＰポートを判定する。
【０１２２】
　オーディオソース６０４ａは、確立されたコールのあるチャンネル上において、第１の
オーディオストリームを送達する。ある実施形態では、ＤＳＰは、あるチャンネル上にお
ける内部エグレスパケットの第１のオーディオストリームを、セルスイッチ３０４と、そ
の後に、ＮＩＣ３０６とに送達する。プロセスは、工程８０６に進む。
【０１２３】
　工程８０６において、エグレスオーディオコントローラ６１０は、第１のオーディオソ
ースのための優先度フィールドをセットする。ある実施形態では、エグレスオーディオコ
ントローラ６１０は、値１を優先度フィールドにセットする。別の実施形態では、優先度
フィールドは、内部でルーティングされた内部エグレスパケットのＣＴＲＬヘッダに格納
される。プロセスは、直ちに工程８０８に進む。
【０１２４】
　工程８０８では、エグレスオーディオコントローラ６１０は、コール状態を判定する。
ある実施形態では、エグレスオーディオコントローラ６１０は、コールがコールイベント
にコールと相互作用できるようにする、または、そのように構成されているかどうかを判
定する。本発明のある実施形態では、コールは、緊急コールイベントのみがコールを妨害
するように構成され得る。別の実施形態では、コールは、コールする側（単数または複数
）またはコールされる側（単数または複数）（すなわち、コールにおける１つ以上のパー
ティ）に基づき、あるコールイベントを受信するように構成され得る。プロセスは、すぐ
に工程８１０に進む。
【０１２５】
　工程８１０において、エグレスオーディオコントローラ６１０は、コールイベントをモ
ニタリングする。ある実施形態では、コールイベントは、時間、天候、広告、請求（「別
のコインを入れてください」または「残り時間は５分です」）等、システム６００内で生
成され得る。別の実施形態では、コールイベントは、ニュースの要求、スポーツ情報等、
システム６００に送信され得る。エグレスオーディオコントローラ６１０は、内部および
外部の両方で、コールイベントに対してモニタリングし得る。プロセスは、直ちに、工程
８１２に進む。
【０１２６】
　工程８１２において、エグレスオーディオコントローラ６１０は、コールイベントを受
信する、もし受信しなければ、エグレスオーディオコントローラ６１０は、工程８１０で
述べられたように、モニタリングを続ける。もしそうであれば、プロセスは、直ちに８１
４に進む。
【０１２７】
　工程８１４において、エグレスオーディオコントローラ６１０は、コールイベントを判
定し、コールイベントにより必要とされる動作を実行する。次に、プロセスは、終了する
か、工程８１２に戻るかの工程８１６に進む。ある実施形態では、プロセス８００は、コ
ールが続く限り繰り返す。
【０１２８】
　図９Ａ～９Ｃでは、本発明のある実施形態による優先度に基づいたオーディオストリー
ムスイッチングのためのコールイベント処理のフロー図９００が示される。ある実施形態
では、フロー９００は、図８に工程８１４において実行される動作をより詳細に示す。
【０１２９】
　プロセス９００は、工程９０２で始まり、直ちにプロセス９０４に進む。
【０１３０】
　工程９０４では、エグレスオーディオコントローラ６１０は、確立されるコールのため
のコールイベントを読む。この動作では、ソース６０４ａからの第１のオーディオストリ
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ームは、既に、確立されたコールの一部としてＮＩＣ３０６から宛先デバイスへ送信され
ている。
【０１３１】
　工程９０６では、エグレスオーディオコントローラ６１０は、コールイベントが第２の
オーディオソースを含むかどうかを判定する。もし含めば、次にプロセスは、工程９０８
に進む。もし含まなければ、次にプロセスは、工程９３０に進む。
【０１３２】
　工程９０８において、エグレスオーディオコントローラ６１０は、第２のオーディオソ
ースの優先度を判定する。ある実施形態では、エグレスオーディオコントローラ６１０は
、第２のオーディオソースに内部エグレスパケットの第２のオーディオストリームを生成
するように命令する、第２のオーディオソース６０４ｎに、コマンドを発行する。プロセ
スは、その後、工程９１０に進む。
【０１３３】
　工程９１０では、第２のオーディオソース６０４ｎは、第２のオーディオストリームの
生成を開始する。第２のオーディオストリームは、パケットフォーマット７００Ｂに関連
して説明されたような、オーディオペイロードおよびＣＴＲＬヘッダ７２０情報を有する
内部エグレスパケットから作られる。音声、音楽または他のオーディオデータを含むオー
ディオペイロードの任意のタイプが利用され得る。オーディオペイロードは、ビデオデー
タの一部として含まれるオーディオデータをさらに含むことを広く意味する。プロセスは
、次に工程９１２に進む。
【０１３４】
　工程９１２において、第２のオーディオストリームエグレスパケットは、その後セルに
変換される。ある実施形態では、セルはＡＴＭセルである。プロセスは、その後工程９１
４に進む。
【０１３５】
　工程９１４において、セルスイッチ３０４は、第１のオーディオストリームと同一のエ
グレスチャンネルにおける同一の宛先ＮＩＣ３０６に向かうＳＶＣに、セルをスイッチす
る。プロセスは、次に工程９１５に進む。
【０１３６】
　図９Ｂの工程９１５に示されるように、ここで、ＳＡＲ６０４は、第１および第２のオ
ーディオストリームに対してセルを受信する。セルは、内部エグレスパケットのストリー
ムに変換して戻し、２つのオーディオストリームに対する各優先度情報を含む制御ヘッダ
を有する。
【０１３７】
　工程９１６において、ＮＩＣ３０６は、２つのオーディオストリームの優先度を比較す
る。第２のオーディオストリームは、より高い優先度を有し、その後、プロセスは、工程
９１８に進む。もし有さなければ、その後、プロセスは、工程９３０に進む。
【０１３８】
　工程９１８において、第１のオーディオストリームの送信が保たれる。例えば、ＮＩＣ
３０６は、第１のオーディオソースの送信を保つために、第１のオーディオストリームを
バッファするか、または、オーディオソース６０４ａに制御コマンドを発行しさえもする
。プロセスは、直ちに工程９２０に進む。
【０１３９】
　工程９２０において、第２のオーディオストリームの送信が開始する。ＮＩＣ３０６は
、パケットプロセッサ（単数または複数）３０７に、第２のオーディオストリームの内部
エグレスパケットのオーディオペイロードを有するＩＰパケットを生成するように命令す
る。パケットプロセッサ（単数または複数）３０７は、さらなる同期ＲＴＦヘッダ情報（
ＲＴＦパケット情報）および他のヘッダ情報（ＭＡＣ、ＩＰ、ＵＤＰフィールド）を、第
２のオーディオストリームの内部エグレスパケットのオーディオペイロードに加える。
【０１４０】
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　ＮＩＣ３０６は、その後、第１のオーディオストリームと同一のエグレスチャンネルに
おける同期ＲＴＦヘッダ情報を有するＩＰパケットを送信する。このように、宛先デバイ
スは、第１のオーディオストリームではなく、第２のオーディオストリームノイズを受信
する。さらに、宛先デバイスの観点からは、この第２のオーディオストリームは、リアル
タイムで遅延または妨害なくノイズレスで受信される。工程９１８および９２０はもちろ
ん、同時または任意の順序で実行され得る。プロセスは、直ちに工程９２２に進む。
【０１４１】
　図９Ｃに示されるように、ＮＩＣ３０６は、第２のオーディオストリームの終了に対し
てモニタリングする（工程９２２）。プロセスは、直ちに工程９２４に進む。
【０１４２】
　工程９２４において、ＮＩＣ３０６は、第２のオーディオストリームが終了したかどう
かを判定する。ある例では、ＮＩＣ３０６は、前のパケットよりも低い優先度レベルを有
する第２のオーディオストリームの最後のパケットを読む。もしそうであれば、その後、
プロセスは、直ちに工程９３０に進む。もしそうでなければ、プロセスは、その後、工程
９２２に進む。
【０１４３】
　工程９３０において、ＮＩＣ３０６は、第１のオーディオストリームを転送し続けるか
（工程９０６の後）、または、第１のオーディオストリームの転送に戻る（工程９１６ま
たは９２４の後）。プロセスは、工程９３２に進む。
【０１４４】
　ある実施形態では、ＮＩＣ３０６は、優先度レベル閾値を維持する。ＮＩＣ３０６は、
その後、オーディオストリームの優先度情報に基づく閾値をインクリメントし、かつ、セ
ットする。多重オーディオストリームに直面する場合は、ＮＩＣ３０６は、優先度レベル
閾値以上の優先度情報を有するオーディオストリームを転送する。例えば、第１のオーデ
ィオストリームが、優先度値１を有する場合、優先度レベル閾値は１にセットされ、かつ
、第１のオーディオストリームは送信される（工程９０４の前に）。より高い優先度を有
する第２のオーディオストリームがＮＩＣ３０６で受信されると、ＮＩＣ３０６は、優先
度閾値を２にインクリメントする。工程９２０で述べられたように、第２のオーディオス
トリームは送信される。０（または、ｎｕｌｌまたは他の特別の値）セットされた優先度
フィールド値を有する第２のオーディオストリームの最後のパケットが読まれると、優先
度レベル閾値は、工程９２４の一部としてデクリメントされて１に戻る。この場合、優先
度情報１を有する第１のオーディオストリームは、その後、工程９３０に関連して上記さ
れたようにＮＩＣ３０６により送信される。
【０１４５】
　工程９３２において、エグレスオーディオコントローラ６１０は、任意の残りのコール
イベントを処理する。プロセスは、その後、再インスタンス化されるまでに終了する工程
９３４に進む。ある実施形態では、上述のプロセスの工程が、実質的に同時に発生するこ
とにより、プロセスは、システム６００における１つ以上のプロセッサにおいて並列また
はオーバーラップする態様で、実行され得る。
【０１４６】
　（Ｇ．オーディオデータフロー）
　図６Ｂは、ある実施形態における図６Ａのノイズレススイッチオーバーシステムのオー
ディオデータフロー６１５の図である。特に、図６Ｂは、オーディオソース６０４ａ－ｎ
からＳＡＲ６３０、６３２までの内部パケットのフロー、セルスイッチ３０４を介してＳ
ＡＲ６３４までのセルスイッチのフロー、ＳＡＲ６３４とパケットプロセッサ３０７との
間の内部パケットのフロー、および、ネットワークを介したＮＩＣ３０６からのＩＰパケ
ットのフローを示す。
【０１４７】
　（Ｈ．他の実施形態）
　本発明は、内部オーディオソースまたはセル層に制限されない。ノイズレススイッチオ
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ーバーはまた、内部のオーディオソースのみ、内部および外部のオーディオソース、外部
のオーディオソースのみ、セルスイッチ、または、パケットスイッチを利用する異なる実
施形態において実行され得る。例えば、図６Ｃは、本発明の実施形態による内部オーディ
オソース６０４ａ～ｎおよび／または外部オーディオソース（示されない）により生成さ
れる独立エグレスオーディオストリームの間のセルスイッチングを実行する、ノイズレス
スイッチオーバーシステム６００Ｃの図である。ノイズレススイッチオーバーシステム６
００Ｃは、外部オーディオソースから受信されるオーディオに対してノイズレススイッチ
オーバーが作られることを除き、上述のシステム６００Ａと同様に動作する。図６Ｃに示
されるように、オーディオはＩＰパケットで受信され、ＮＩＣ３０６にバッファされる。
ＮＩＣ３０６は、ＩＰ情報を裸にし（外部オーディオソースおよび宛先デバイスに関連す
る転送テーブルエントリにそれを格納する）、ＳＶＣに割り当てられる内部パケットを生
成する。ＳＡＲ６３４は、内部パケットをセルに変換し、内部パケットへの変換のために
、リンク６６２上のＳＶＣにおけるセルを、スイッチ３０４を介して戻し、リンク６６４
を介してＳＡＲ６３４までルーティングする。上述のように、内部パケットはその後、パ
ケットプロセッサ３０７により処理されて、同期ヘッダ情報を有するＩＰパケットを生成
する。次いで、ＮＩＣ３０６は、ＩＰパケットを宛先デバイスまで送信する。このように
、宛先デバイスにおけるユーザは、ノイズレスでスイッチオーバーされて、外部オーディ
オソースからオーディオを受信する。図６Ｄは、図６Ｃのノイズレススイッチオーバーシ
ステムにおける外部オーディオソースから受信されるエグレスオーディオストリームのた
めのオーディオフロー６２５の図である。特に、図６Ｄは、外部オーディオソース（示さ
れない）からＮＩＣ３０６へＩＰパケットのフロー、ＮＩＣ３０６からＳＡＲ６３４まで
の内部パケットのフロー、セルスイッチ３０４を介してＳＡＲ６３４まで戻るセルのフロ
ー、ＳＡＲ６３４とパケットプロセッサ３０７との間の内部パケットのフロー、および、
ネットワークを介したＮＩＣ３０６から宛先デバイス（示されない）のＩＰパケットのフ
ローを示す。
【０１４８】
　図６Ｅは、本発明の実施形態による内部および／または外部オーディオソースにより生
成される独立エグレスオーディオストリームの間のパケットスイッチングを実行する、ノ
イズレススイッチオーバーシステム６００Ｅにおけるオーディオデータフロー６３５、６
４５の図を示す。ノイズレススイッチオーバーシステム６００Ｅは、パケットスイッチ６
９４がセルスイッチ３０４の代わりに利用されることを除き、上記により詳細に説明され
るシステム６００Ａおよび６００Ｃと同様に動作する。この実施形態では、ＳＡＲ６３０
、６３２、６３４を含むセル層が省略される。オーディオデータフロー６３５では、内部
パケットは、パケットスイッチ９６４を介して内部オーディオソース６０４ａ～ｎからパ
ケットプロセッサ３０７までフローする。ＩＰパケットは、ネットワークまでフローアウ
トする。オーディオデータフロー６４５では、外部オーディオソース（示されない）から
のＩＰパケットは、ＮＩＣ３０６で受信される。オーディオは、図６Ｅに示されるように
、パケットにおいて受信され、ＮＩＣ３０６においてバッファされる。ＮＩＣ３０６は、
ＩＰ情報を裸にし（外部オーディオソースおよび宛先デバイスに関連する転送テーブルエ
ントリにそれを格納する）、宛先デバイスに関連するＳＶＣ（または他の経路のタイプ）
に割り当てられる内部パケットを生成する。内部パケットは、パケットスイッチ６９４を
介してＮＩＣ３０６まで、ＳＶＣ上でルーティングされる。上述のように、内部パケット
は、その後、パケットプロセッサ３０７により処理されて、同期ヘッダ情報を有するＩＰ
パケットを生成する。ＮＩＣ３０６は、その後、ＩＰＯパケットを宛先デバイスへ送信す
る。このように、宛先デバイスにおけるユーザは、ノイズレスでスイッチオーバーされて
、外部オーディオソースからオーディオを受信する。
【０１４９】
　図６Ｆは、本発明の実施形態による外部オーディオソースのみにより生成される独立エ
グレスオーディオストリームの間でのスイッチングを実行する、ノイズレススイッチオー
バーシステム６００Ｆの図である。スイッチまたは外部オーディオソースは要求されない
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。ＮＩＣ３０６は、ＩＰ情報を裸にし（外部オーディオソースおよび宛先デバイスに関連
する転送テーブルエントリにそれを格納する）、宛先デバイスに関連するＳＶＣ（または
ほかの経路のタイプ）に割り当てられる内部パケットを生成する。内部パケットは、ＳＶ
Ｃにおいて、ＮＩＣ３０６までルーティングされる。（ＮＩＣ３０６は、共通のソースお
よび宛先ポイントであり得る）。上述されるように、内部パケットは、その後、パケット
プロセッサ３０７により処理されて、同期ヘッダ情報を有するＩＰパケットを送信する。
このように、宛先デバイスにおけるユーザは、ノイズレスでスイッチオーバーされて、外
部オーディオソースからオーディオを受信する。
【０１５０】
　エグレスオーディオスイッチングシステム６００の動作に関連して上述された機能性は
、制御ロジックで実装され得る。そのような制御ロジックは、ソフトウェア、ファームウ
ェア、ハードウェアまたは任意のその組み合わせで実装され得る。
【０１５１】
　（Ｘ．会議コール処理）
　（Ａ．分散会議ブリッジ）
　図１０は、本発明の１実施形態による分散会議ブリッジ１０００の図である。分散会議
ブリッジ１０００は、ネットワーク１００５に結合される。ネットワーク１００５は、任
意のタイプのネットワーク、または、インターネット等のネットワークの組み合わせであ
り得る。例えば、ネットワーク１００５は、パケット交換ネットワーク、またはパケット
交換ネットワークと回路交換ネットワークとの組み合わせを含み得る。複数の会議コール
の参加者Ｃ１～ＣＮは、ネットワーク１００５を介して分散会議ブリッジ１０００に接続
され得る。例えば、会議コール参加者Ｃ１～ＣＮは、分散会議ブリッジ１０００と接触す
るためにネットワークを介してＶＯＩＰコールを配置し得る。分散会議ブリッジ１０００
は拡張可能であり、かつ任意の数の会議コールの参加者を処理し得る。例えば、分散会議
ブリッジ１０００は、２人の会議コール参加者から１０００人以上の会議コール参加者ま
での間の会議コールを処理し得る。
【０１５２】
　図１０に示されるように、分散会議ブリッジ１０００は、会議コールエージェント１０
１０、ネットワークインターフェースコントローラ（ＮＩＣ）１０２０、スイッチ１０３
０、およびオーディオソース１０４０を含む。会議コールエージェント１０１０は、ＮＩ
Ｃ１０２０、スイッチ１０３０およびオーディオソース１０４０に結合される。ＮＩＣ１
０２０は、ネットワーク１００５とスイッチ１０３０との間に結合される。スイッチ１０
３０は、ＮＩＣ１０２０とオーディオソース１０４０との間に結合される。ルックアップ
テーブル１０２５は、ＮＩＣ１０２０に結合される。ルックアップテーブル１０２５（ま
たは別個のルックアップテーブル（図示せず））は、さらに、オーディオソース１０４０
に結合され得る。スイッチ１０３０は、マルチキャスタ１０５０を含む。ＮＩＣ１０２０
は、パケットプロセッサ１０７０を含む。
【０１５３】
　会議コールエージェント１０１０は、複数の参加者の会議コールを確立する。会議コー
ル中、デジタルボイス等のパケット搬送オーディオは、会議コール参加者Ｃ１～ＣＮから
会議ブリッジ１０００に流れる。これらのパケットは、ＲＴＰ／ＲＴＣＰパケットを含む
が、これらに限定されないＩＰパケットであり得る。ＮＩＣ１０２０は、パケットを受信
し、かつこのパケットをリンク１０２８に沿ってスイッチ１０３０に回送する。リンク１
０２８は、ＰＶＣまたはＳＶＣ等の任意のタイプの論理および／または物理リンクであり
得る。１実施形態において、ＮＩＣ１０２０は、ＩＰパケット（図７Ａを参照して記載さ
れた）を、ヘッダおよびペイロードのみを有する内部パケットに変換する（図７Ｂを参照
して記載される）。内部パケットの使用は、さらに、オーディオソース１０４０の処理作
業をさらに低減する。ＮＩＣ１０２０によって処理された入来するパケットは、さらに、
ＳＡＲによって、ＡＴＭセル等のセルに組み合わされ得、かつ、リンク（単数および複数
）１０２８をスイッチ１０３０に送信し得る。スイッチ１０３０は、ＮＩＣ１０２０（ま
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たはセル）から入来するパケットをリンク(単数または複数）１０３５上のオーディオソ
ースに渡す。リンク（単数または複数）１０３５は、さらに、ＰＶＣまたはＳＶＣを含む
が、これらに限定されない任意のタイプの論理および／または物理リンクであり得る。
【０１５４】
　リンク１０３５を介して提供されたオーディオは、この会議ブリッジ処理の関連で「外
部オーディオ（ｅｘｔｅｒｎａｌ　ａｕｄｉｏ）」と呼ばれる。なぜなら、これは、ネッ
トワーク１００５を介して会議コール参加者から発信されるからである。オーディオは、
さらに、図１０に示されるように１つ以上のリンク１０３６を通じて内部で提供され得る
。このような「内部オーディオ」は、スピーチ、音楽、広告、ニュース、会議コールとミ
キシングされる他のオーディオコンテンツであり得る。内部オーディオは、任意のオーデ
ィオソースによって提供され得るか、または、会議ブリッジ１０００に結合された格納デ
バイスからアクセスされ得る。
【０１５５】
　オーディオソース１０４０は、会議コールのオーディオをミキシングする。オーディオ
ソース１０４０は、ミキシングされたオーディオを含むアウトバウンドパケットを生成し
、リンク（単数または複数）１０４５を介してスイッチ１０３０にパケットを送信する。
特に、オーディオソース１０４０は、パケットのフルミックスオーディオストリーム、お
よび部分ミックスオーディオストリームのセットを生成する。１実施形態において、オー
ディオソース１０４０（または「ミキサ」である。なぜなら、これはオーディオをミキシ
ングするからである）は、会議識別子情報（ＣＩＤ）および会議コール中にミキシングさ
れたオーディオを有するパケットの、適切なフルミックスおよび部分ミックスオーディオ
ストリームを動的に生成する。オーディオソースは、比較的静的なルックアップテーブル
（例えば、テーブル１０２５、または、会議コールの開始時に生成および格納されたオー
ディオソース１０４０に近い別個のテーブル）から、会議コール参加者の適切なＣＩＤ情
報を取り出す。
【０１５６】
　マルチキャスタ１０５０は、フルミックスオーディオストリーム、および部分ミックス
オーディオストリームのセットにおいてパケットをマルチキャストする。１実施形態にお
いて、マルチキャスタ１０５０は、フルミックスオーディオストリームおよび部分ミック
スオーディオストリームのセットの各々において、パケットを、会議コール参加者の数Ｎ
に対応するＮ回の複製を行う。Ｎ回複製されたパケットは、その後、Ｎ回切換えられた相
手選択回路（ＳＶＣ１～ＳＶＣＮ）を介してＮＩＣ１０２０におけるエンドポイントにそ
れぞれ送信される。分散会議ブリッジ１０００の１つの利点は、オーディオソース１０４
０（すなわち、ミキシングデバイス）が、複製作業が軽減されることである。この複製作
業は、マルチキャスタ１０５０およびスイッチ１０３０に分散される。
【０１５７】
　ＮＩＣ１０２０は、その後、フルミックスおよび部分ミックスオーディオストリームの
パケットを廃棄するか、会議コール参加者Ｃ１～ｃＮに回送するかを決定するために、各
ＳＣＶ１～ＳＶＣＮに到着するアウトバウンドパケットを処理する。この決定は、パケッ
トヘッダ情報に基づいて、会議コール中にリアルタイムで下される。ＳＶＣに到着するパ
ケット毎に、ＮＩＣ１０２０は、ＴＡＳおよびＩＡＳフィールド等のパケットヘッダ情報
に基づいて、パケットがＳＶＣと関連した参加者に送信するために適切であるか否かを決
定する。適切である場合、パケットは、さらなるパケット処理のために回送される。パケ
ットは、ネットワークパケットへと処理され、かつ参加者に回送される。適切でない場合
、パケットは廃棄される。１実施形態において、ネットワークパケットは、ルックアップ
テーブル１０２５から取得された宛先コール参加者のネットワークアドレス情報（ＩＰ／
ＵＤＰアドレス）、ＲＴＰ／ＲＴＣＰパケットヘッダ情報（タイムスタンプ／シーケンス
情報）、およびオーディオデータを含むＩＰパケットである。オーディオデータは、特定
の会議コール参加者のために適切なミキシングされたオーディオデータである。分散会議
ブリッジ１０００の動作は、以下において、図１１に示される例示的ルックアップテーブ
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ル１０２５、図１２および図１３Ａ～図１３Ｃに示されるフローチャート、ならびに図１
４Ａ、図１４Ｂおよび図１５に示される例示的パケット図に関して記載される。
【０１５８】
　（Ｂ．分散会議ブリッジ動作）
　図１２は、本発明による会議ブリッジ処理を確立するためのルーチン１２００を示す（
工程１２００～工程１２８０）。工程１２２０において、会議コールが開始される。複数
の会議コール参加者Ｃ１～ＣＮは、分散会議ブリッジ１０００をダイヤルする。各参加者
は、電話、コンピュータ、ＰＤＡセットトップボックス、ネットワーク機器等を含むが、
これらに限定されない任意のＶＯＩＰ端末を用い得る。会議コールエージェント１０１０
は、従来のＩＶＲ処理を実行して、会議コール参加者が会議コールに参加することを所望
し、かつ各会議コール参加者のネットワークアドレスを取得することを承認する。例えば
、ネットワークアドレス情報は、ＩＰおよび／またはＵＤＰアドレス情報を含み得るが、
これに限定されない。
【０１５９】
　工程１２４０において、ルックアップテーブル１０２５が生成される。会議コールエー
ジェント１０１０は、ルックアップテーブルを生成するか、またはルックアップテーブル
を生成するようにＮＩＣ１０２０に命令し得る。図１１の実施例に示されるように、ルッ
クアップテーブル１０２５は、工程１２２０において開始された会議へのＮ人の会議コー
ル参加者に対応するＮ回のエントリを含む。ルックアップテーブル１０２５への各エント
リは、ＳＶＣ識別子、会議ＩＤ（ＣＩＤ）、およびネットワークアドレス情報を含む。Ｓ
ＶＣ識別子は、任意の数、または特定のＳＶＣを識別するタグである。１実施例において
、ＳＶＣ識別子は、仮想パス識別子（ＶＰＩ）および仮想チャネル識別子（ＶＣＩ）であ
る。あるいは、ＳＶＣ識別子またはタグ情報は、ルックアップテーブル１０２５から省略
され得、その代わりにテーブルにおけるエントリのロケーションと固有に関連付けられ得
る。例えば、第１のＳＶＣは、テーブルにおける第１のエントリと関連付けられ得、第２
のＳＶＣは、テーブルにおける第２のエントリと関連付けられる等であり得る。ＣＩＤは
、任意の数、または、会議コールエージェント１０１０によって会議コール参加者Ｃ１～
ＣＮに割り当てられた任意の数またはタグである。ネットワークアドレス情報は、Ｎ人の
会議コール参加者の各々について会議コールエージェント１０１０によって収集されたネ
ットワークアドレス情報である。
【０１６０】
　工程１２６０において、ＮＩＣ１０２０は、それぞれのＳＶＣを参加者の各々に割り当
てる。Ｎ人の会議コール参加者に対してＮ個のＳＶＣが割り当てられる。会議コールエー
ジェント１０１０は、Ｎ個のＳＶＣを割り当てるようにＮＩＣ１０２０に命令する。ＮＩ
Ｃ１０２０は、その後、ＮＩＣ１０２０とスイッチ１０３０との間にＮ個のＳＶＣ接続を
確立する。工程１２８０において、その後、会議コールが開始する。会議コールエージェ
ント１０１０は、信号をＮＩＣ１０２０およびスイッチ１０３０およびオーディオソース
１０４０に送信し、会議コール処理を開始する。図１２は、ＳＶＣおよびＳＶＣ識別子に
関して示されるが、本発明は、限定的ではなく、かつ、任意のタイプのリンク（物理およ
び／または論理）およびリンク識別子が用いられ得る。さらに、内部オーディオソースが
含まれる場合の実施形態において、会議コールエージェント１０１０は、オーディオソー
ス１０４０において入力がミキシングされるべき潜在的Ｎ人のオーディオ参加者の１つと
して内部オーディオソースを追加する。
【０１６１】
　会議コール処理中の分散会議ブリッジ１０００の動作が図１３Ａ～図１３Ｃに示される
（工程１３００～１３９８）。コントロールは、工程１３００で開始し、工程１３１０に
進む。工程１３１０において、オーディオソース１０４０は、会議コール参加者Ｃ１～Ｃ
Ｎの入来するオーディオストリームにおけるエネルギーをモニタリングする。オーディオ
ソース１０４０は、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）を含むが、これに限定されない任
意のタイプのオーディオソースであり得る。デジタルオーディオサンプルのエネルギーを
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モニタリングするための任意の従来技術が用いられ得る。工程１３２０において、オーデ
ィオソース１０４０は、工程１３１０においてモニタリングされたエネルギーに基づいて
能動的発言者の数を決定する。任意の数の能動的発言者が選択され得る。１実施形態にお
いて、会議コールは、所与の時間に３人の能動的発言者に限定される。この場合、工程１
３２０におけるモニタリング中に最も多くのエネルギーを有する３つのオーディオストリ
ームにまで対応する、３人までの能動的発言者が決定される。
【０１６２】
　次に、オーディオソース１０４０は、フルミックスおよび部分ミックスオーディオスト
リームを生成および送信する(工程１３３０～１３６０）。工程１３３０において、１つ
のフルミックスオーディオストリームが生成される。フルミックスオーディオストリーム
は、工程１３２０において決定された能動的発言者のオーディオコンテンツを含む。１実
施形態において、フルミックスオーディオストリームは、パケットヘッダおよびペイロー
ドを有するパケットのオーディオストリームである。パケットヘッダ情報は、オーディオ
コンテンツがフルミックスオーディオストリームに含まれる能動的発言者を識別する。図
１４Ａに示される１実施例において、オーディオソース１０４０は、ＴＡＳ、ＩＡＳを有
するパケットヘッダ１４０１およびシーケンスフィールドおよびペイロード１４０３を有
するアウトバウンド内部パケット１４００を生成する。ＴＡＳフィールドは、会議コール
における現在の能動的発言者コールのすべてのＣＩＤを一覧表示する。ＩＡＳフィールド
は、オーディオコンテンツがミキシングされたストリームにある能動的発言者のＣＩＤを
一覧表示する。シーケンス情報は、タイムスタンプ、数のシーケンス値、または他のタイ
プのシーケンス情報であり得る。他のフィールド（図示せず）は、チェックサム、または
特定のアプリケーションに依存する他のパケット情報を含む。フルミックスオーディオス
トリームの場合、ＴＡＳおよびＩＡＳフィールドは同一である。ペイロード１４０３は、
フルミックスオーディオストリームにおけるデジタルミックスオーディオの一部分を含む
。
【０１６３】
　工程１３４０において、オーディオソース１０４０は、工程１３３０において生成され
たフルミックスオーディオストリームをスイッチ１０３０に送信する。最終的に、会議コ
ールにおける受動的参加者（すなわち、工程１３２０において決定された能動的発言者の
数ではない数で決定された参加者）は、フルミックスオーディオストリームからのミキシ
ングされたオーディオを聴く。
【０１６４】
　工程１３５０において、オーディオソース１０４０は、部分ミックスオーディオストリ
ームのセットを生成する。部分ミックスオーディオストリームのセットは、その後、スイ
ッチ１０３０に送信される（工程１３６０）。工程１３５０において生成され、かつ工程
１３６０において送信された部分ミックスオーディオストリームの各々は、工程１３２０
において決定された、識別された能動的発言者のグループのミックスオーディオコンテン
ツから、それぞれの受信側能動的発言者（ｒｅｃｉｐｉｅｎｔ　ａｃｔｉｖｅ　ｓｐｅａ
ｋｅｒ）のオーディオコンテンツを引いたものを含む。受信側能動的発言者は、工程１３
２０において決定された、部分ミックスオーディオストリームが方向付けられる能動的発
言者のグループ内の能動的発言者である。
【０１６５】
　１実施形態において、オーディオソース１０４０は、識別された能動的発言者のグルー
プから受取側能動的発言者のオーディオコンテンツを引いたデジタルオーディオをパケッ
トペイロードに挿入する。このようにして、受信側能動的発言者は、それ自身のスピーチ
またはオーディオ入力にたいおうするオーディオを受信しない。しかしながら、受信側能
動的発言者は、他の能動的発言者のスピーチまたはオーディオを聞く。１実施形態におい
て、パケットヘッダ情報は、オーディオコンテンツが、それぞれの部分ミックスオーディ
オストリームに含まれる能動的発言者を識別するために、各部分ミックスオーディオスト
リームに含まれる。１実施形態において、オーディオソース１０４０は、図１４Ａのパケ
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ットフォーマットを用い、かつ１以上の会議識別数（ＣＩＤ）をパケットのＴＡＳおよび
ＩＡＳフィールドに挿入する。ＴＡＳフィールドは、会議コールにおける現在の能動的発
言者のすべてのＣＩＤを一覧表示する。ＩＡＳフィールドは、オーディオコンテンツがそ
れぞれの部分ミックスストリームにある能動的発言者のＣＩＤを一覧表示する。部分ミッ
クスオーディオストリームの場合、ＴＡＳおよびＩＡＳフィールドは同一ではない。なぜ
なら、ＩＡＳフィールドは、ＣＩＤが１つ少ないからである。１実施形態において、工程
１３３０および工程１３５０においてパケットを構築するために、オーディオソース１０
４０は、会議コールの開始時に生成および格納される比較的静的ルックアップテーブル（
テーブル１０２５または別個のテーブル等）から、会議コール参加者の適切なＣＩＤ情報
を取り出す。
【０１６６】
　例えば、参加者が６４人（Ｎ＝６４）であり、そのうちの３人が能動的発言者（１～３
）と識別された場合の会議コールにおいて、１つのフルミックスオーディオストリームが
すべての３人の能動的発言者からのオーディオを含む。このフルミックスストリームは、
最終的に、６１人の受動的参加者の各々に送信される。３人の部分ミックスオーディオス
トリームは、その後、工程１３５０において生成される。第１の部分ミックスストリーム
１は、発言者２～３からのオーディオを含むが、発言者１からのオーディオは含まない。
第２の部分ミックスストリーム２は、発言者１～３からのオーディオを含むが、発言者２
からのオーディオは含まない。第３の部分ミックスストリーム３は、発言者１および２か
らのオーディオを含むが、発言者３からのオーディオは含まない。１～３の部分ミックス
オーディオストリームは、最終的に、発言者１～３それぞれに送信される。このようにし
て、４つのミックスオーディオストリーム（１つのフルミックスおよび３つの部分ミック
ス）のみが、オーディオソース１０４０によって生成される必要がある。これは、オーデ
ィオソース１０４０に関する作業を低減する。
【０１６７】
　図１３Ｂに示されるように、工程１３７０において、マルチキャスタ１０５０は、フル
ミックスオーディオストリーム、および部分ミックスオーディオストリームのセットのパ
ケットを複製し、かつ、会議コールに割り当てられたＳＶＣのすべて（ＳＶＣ１～ＳＶＣ
Ｎ）上の複製されたパケットのコピーをマルチキャストする。ＮＩＣ１０２０は、その後
、ＳＶＣ上に受信された各パケットを処理する（工程１３８０）。明瞭化するために、分
散会議ブリッジ１０において内部で処理された各パケット（ＮＩＣ１０２０によってＳＶ
Ｃで受信されたパケットを含む）は、内部パケットと呼ばれる。内部パケットは、図７Ａ
および図７Ｂ示される、ＩＰパケットおよび／または内部エグレスパケット任意のタイプ
のパケット、ならびに図１４Ａに示された例示的内部エグレスまたはアウトバウンドパケ
ットを含むが、これらに限定されない任意のタイプのパケットフォーマットであり得る。
【０１６８】
　各ＳＶＣについて、ＮＩＣ１０２０は、さらなるパケット処理、および、対応する会議
コール参加者への最終的な伝送のために受信された内部パケットを廃棄するか、転送する
かを決定する(工程１３８１）。受信された内部パケットは、フルミックスまたは部分ミ
ックスオーディオストリームからのものであり得る。イエスである場合、パケットは回送
され得、コントロールは、工程１３９０に進む。ノーである場合、パケットは回送され得
ず、従って、コントロールは、工程１３８０に進み、次のパケットが処理される。工程１
３９０において、パケットは、ネットワークＩＰパケットへと処理される。１実施形態に
おいて、パケットプロセッサ１０７０は、ルックアップテーブル１０２５から取得された
少なくとも参加者のネットワークアドレス情報（ＩＰおよび／またはＵＤＰアドレス）を
有するパケットヘッダを生成する。パケットプロセッサ１０７０は、ＲＴＰ／ＲＴＣＰパ
ケットヘッダ情報（例えば、タイムスタンプおよび／または他のタイプのシーケンス情報
）といったシーケンス情報をさらに追加する。パケットプロセッサ１０７０は、受信され
たパケットの順番に基づいて、および／またはオーディオソース１０４０によって（また
はマルチキャスタ１０５０によって）生成されたパケットにおいて提供されたシーケンス
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情報（例えば、シーケンスフィールド）に基づいて、そのようなシーケンス情報を生成し
得る。パケットプロセッサ１０７０は、参加者に回送される受信された内部パケットから
のオーディオを含む各ネットワークパケットにペイロードをさらに追加する。ＮＩＣ１０
２０（またはパケットプロセッサ１０７０）は、その後、生成されたＩＰパケットを参加
者に送信する（工程１３９５）。
【０１６９】
　本発明の１つの特徴は、工程１３８１におけるパケット処理決定が、会議コールの間、
高速かつリアルタイムで実行され得ることである。図１３Ｃは、本発明によるパケット処
理決定工程１３８１を実行するための１つの例示的ルーチンを示す。このルーチンは、各
ＳＶＣに到着したアウトバウンドパケット毎に実行される。ＮＩＣ１０２０は、どのパケ
ットが廃棄され、かつどのパケットがＩＰパケットに変換されてコール参加者に送信され
るのかを決定する際のフィルタまたはセレクタとして機能する。
【０１７０】
　内部パケットがＳＶＣに到着した場合、ＮＩＣ１０２０は特定のＳＶＣに対応し、かつ
ＣＩＤ値を取得するルックアップテーブル１０２５におけるエントリをルックアップする
(工程１３８２）。ＮＩＣ１０２０は、その後、取得されたＣＩＤ値が、内部パケットの
全能動的発言者（ＴＡＳ）フィールドにおける任意のＣＩＤ値とマッチングするか否かを
決定する。イエスである場合、コントロールは、工程１３８４に進む。ノーである場合、
コントロールは、工程１３８６に進む。工程１３８４において、ＮＩＣ１０２０が、取得
されたＣＩＤ値が内部パケットの含まれる内蔵能動的発言者（ＩＡＳ）フィールドにおけ
る任意のＣＩＤ値とマッチングするか否かを決定する。イエスである場合、コントロール
は、工程１３８５に進む。ノーである場合、コントロールは、工程１３８７に進む。工程
１３８５において、パケットが廃棄される。コントロールは、その後、工程１３８９に進
み、これは、コントロールを工程１３８０に戻して、次のパケットを処理する。工程１３
８７において、コントロールは、工程１３９０にジャンプし、内部パケットからＩＰパケ
ットを生成する。
【０１７１】
　工程１３８６において、ＴＡＳおよびＩＡＳフィールドの比較が行われる。これらのフ
ィールドが同一である場合（フルミックスオーディオストリームパケットの場合のように
）、コントロールは、工程１３８７に進む。工程１３８７において、コントロールは、工
程１３９０にジャンプする。ＴＡＳおよびＩＡＳフィールドが同一でない場合、コントロ
ールは、工程１３８５に進み、パケットは廃棄される。
【０１７２】
　（Ｃ．分散会議ブリッジを介するアウトバウンドパケットフロー）
　分散会議ブリッジ１０００におけるアウトバウンドパケットフローが、図１４および図
１５に示される６４人会議コールにおける例示的パケットに関してさらに説明される。図
１４および図１５において、パケットペイロードにおけるミックスオーディオコンテンツ
が、オーディオがミキシングされるそれぞれの参加者を囲む括弧によって示される（例え
ば、{Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３}）。パケットヘッダにおけるＣＩＤ情報は、それぞれの能動的発
言者参加者に下線が引かれることによって示される（例えば、Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３等）。シ
ーケンス情報は、シーケンス数０、１等によって簡単に示される。
【０１７３】
　この実施例において、会議コールへの参加者Ｃ１～Ｃ６４は６４人であり、このうちの
３人が、所与の時間において能動的発言者と識別される（Ｃ１～Ｃ３）。オーディオソー
ス１０４０は、すべての３人の能動的発言者（Ｃ１～Ｃ３）からのオーディオを有する１
つのフルミックスオーディオストリームＦＭを生成する。図１４Ｂは、この会議コール中
にオーディオソース１０４０によって生成された２つの例示的内部パケット１４０２、１
４０４を示す。ストリームＦＭにおけるパケット１４０２、１４０４は、パケットヘッダ
およびペイロードを有する。パケット１４０２、１４０４の各々におけるペイロードは、
３人の能動的発言者Ｃ１～Ｃ３の各々からのミックスオーディオを含む。パケット１４０
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２、１４０４は、各々、ＴＡＳおよびＩＡＳフィールドを有するパケットヘッダを含む。
ＴＡＳフィールドは、３人の能動的発言者Ｃ１～Ｃ３全員のＣＩＤを含む。ＴＡＳフィー
ルドは、コンテンツがパケットのペイロードにおいて実際にミキシングされる能動的発言
者Ｃ１～Ｃ３のＣＩＤを含む。パケット１４０２、１４０４は、さらに、シーケンス情報
０および１それぞれを含み、パケット１４０４の前のパケット１４０２を示す。フルミッ
クスストリームＦＭからのミックスオーディオは、最終的に、６１人の現在受動的参加者
（Ｃ４～Ｃ６４）の各々に送信される。
【０１７４】
　３つの部分ミックスオーディオストリームＰＭ１～ＰＭ３は、オーディオソース１０４
０によって生成される。図１４Ｂは、第１の部分ミックスストリームＰＭ１の２つのパケ
ット１４１２、１４１４を示す。パケット１４１２および１４１４におけるペイロードは
、発言者Ｃ１からではなく、発言者Ｃ２およびＣ３からのミックスオーディオを含む。パ
ケット１４１２、１４１４は、各々、パケットヘッダを含む。ＴＡＳフィールドは、コン
テンツが、パケットのペイロードにおいて実際にミキシングされる２つの能動的発言者Ｃ
２およびＣ３のＣＩＤを含む。パケット１４１２、１４１４は、パケット１４１４の前の
パケット１４１２をそれぞれ示すシーケンス情報０および１を有する。図１４Ｂは、第２
の部分ミックスストリームＰＭ２の２つのパケット１４２２、１４２４を示す。パケット
１４２２および１４２４におけるペイロードは、発言者Ｃ２からではなく、発言者Ｃ１お
よびＣ３からのミックスオーディオを含む。パケット１４２２、１４２４は、各々、パケ
ットヘッダを含む。ＴＡＳフィールドは、全３つの能動的発言者Ｃ１～Ｃ３のＣＩＤを含
む。ＩＡＳフィールドは、コンテンツがパケットのペイロードにおいて実際にミキシング
される２人の能動的発言者Ｃ１およびＣ３のＣＩＤを含む。パケット１４２２、１４２４
は、パケット１４２４の前のパケット１４２２をそれぞれ示すシーケンス情報０および１
を有する。図１４Ｂは、さらに、第３の部分ミックスストリームＰＭ３の２つのパケット
１４３２、１４３４を示す。パケット１４３２および１４３４におけるペイロードは、発
言者Ｃ１およびＣ２からのミックスオーディオを含むが、発言者Ｃ３からのミックスオー
ディオは含まない。パケット１４３２、１４３４は、各々、パケットヘッダを有する。Ｔ
ＡＳフィールドは、全３人の能動的発言者Ｃ１～Ｃ３のＣＩＤを含む。ＩＡＳフィールド
は、コンテンツが、パケットのペイロードにおいて実際にミキシングされる２人の能動的
発言者Ｃ１およびＣ２のＣＩＤを含む。パケット１４３２、１４３４は、パケット１４３
４の前のパケット１４３２をそれぞれ示すシーケンス情報０および１を有する。
【０１７５】
　図１５は、図１４のパケットがマルチキャストされた後、および、これらが、本発明に
よる適切な会議コール参加者に送信されるべきＩＰパケットへと処理された後の例示的パ
ケットコンテンツを示す図である。特に、パケット１４１２、１４２２、１４３２、１４
０２、１４１４は、ＳＶＣ１～ＳＶＣ６４の各々にわたってマルチキャストされ、かつ、
ＮＩＣ１０２０に到着することが示される。工程１３８１を参照して記載されたように、
ＮＩＣ１０２０は、パケット１４１２、１４２２、１４３２、１４０２がそれぞれの会議
コール参加者Ｃ１～Ｃ６４に回送するために適切である各ＳＶＣ１～ＳＶＣ６４について
決定する。ネットワークパケット（例えば、ＩＰパケット）は、その後、パケットプロセ
ッサ１０７０によって生成され、かつそれぞれの会議コール参加者Ｃ１～Ｃ６４に送信さ
れる。
【０１７６】
　図１５に示されるように、ＳＶＣ１に関して、パケット１４２１および１４１４は、そ
れらのパケットヘッダに基づいてＣ１に回送されることが決定される。パケット１４１２
、１４１４は、ＴＡＳフィールドにおいてＣ１のＣＩＤを有する、ＩＡＳフィールドには
有しない。パケット１４１２および１４１４は、ネットワークパケット１５１２および１
５１４に変換される。ネットワークパケット１５１２、１５１４は、発言者Ｃ１からでは
なく、発言者Ｃ２およびＣ３からのＣ１のＩＰアドレス（Ｃ１ＡＤＤＲ）、およびミック
スオーディオを含む。パケット１５１２、１５１４は、パケット１５１４の前のパケット
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１５１２をそれぞれ示すシーケンス情報０および１を有する。ＳＶＣ２に関して（会議コ
ール参加者Ｃ２に対応する）、パケット１４２２は、Ｃ２に回送されることが決定される
。パケット１４２２は、ＩＡＳフィールドではなく、ＴＡＳフィールドにおいてＣ２のＣ
ＩＤを有する。パケット１４２２は、ネットワークパケット１５２２に変換される。ネッ
トワークパケット１５２２は、発言者Ｃ２ではなく、発言者Ｃ１およびＣ３からのＣ２の
ＩＰアドレス（Ｃ２ＡＤＤＲ）、シーケンス情報０、およびミックスオーディオを含む。
ＳＶＣ３に関して（会議コール参加者Ｃ３に対応する）、パケット１４３２は、Ｃ３に回
送されることが決定される。パケット１４３２は、ＩＡＳフィールドではなく、ＴＡＳフ
ィールドにおいてＣ３のＣＩＤを有する。パケット１４３２は、ネットワークパケット１
５３２に変換される。ネットワークパケット１５３２は、発言者Ｃ３ではなく、発言者Ｃ
１およびＣ２からのＣ３のＩＰアドレス、シーケンス情報０、およびミックスオーディオ
を含む。ＳＶＣ４に関して（会議コール参加者Ｃ４に対応する）、パケット１４０２は、
Ｃ４に回送されることが決定される。パケット１４０２は、ＴＡＳフィールドにおいてＣ
４のＣＩＤを有さず、ＴＡＳおよびＩＡＳフィールドは、同一であり、フルミックススト
リームを示す。パケット１４０２は、ネットワークパケット１５０２に変換される。ネッ
トワークパケット１５０２は、すべての能動的発言者Ｃ１、Ｃ２およびＣ３からＣ４のＩ
Ｐアドレス（Ｃ４ＡＤＤＲ）、シーケンス情報０、およびミックスオーディオを含む。他
の受動的参加者Ｃ５～Ｃ６４の各々は、同じパケットを受信する。例えば、ＳＶＣ６４に
関して（会議コール参加者Ｃ６４に対応する）、パケット１４０２は、Ｃ６４に回送され
ることが決定される。パケット１４０２は、ネットワークパケット１５０３に変換される
。ネットワークパケット１５０３は、能動的発言者Ｃ１、Ｃ２およびＣ３のすべてからの
Ｃ６４のＩＰアドレス（Ｃ６４ＡＤＤＲ）、シーケンス情報０およびミックスオーディオ
を含む。
【０１７７】
　（Ｄ．制御ロジックおよびさらなる実施形態）
　会議ブリッジ１０００の動作に関する上述の機能性（会議コールエージェント１０１０
、ＮＩＣ１０２０、スイッチ１０３０、オーディオソース１０４０、およびマルチキャス
タ１０５０）は、制御ロジックでインプリメントされ得る。このような制御ロジックは、
ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実行
され得る。
【０１７８】
　１実施形態において、分散会議ブリッジ１０００は、メディアサーバ２０２等のメディ
アサーバでインプリメントされる。１実施形態において、分散会議ブリッジ１０００は、
オーディオ処理プラットフォーム２３０でインプリメントされる。会議コールエージェン
ト１０１０は、コール制御およびオーディオフィーチャマネージャ３０２の一部分である
。ＮＩＣ３０６は、ＮＩＣ１０２０のネットワークインターフェース機能を実行し、パケ
ットプロセッサ３０７は、パケットプロセッサ１０７０の機能を実行する。スイッチ３０
４は、スイッチ１０３０およびマルチキャスト１０５０と置換される。オーディオソース
３０８のいずれもオーディオソース１０４０の機能を実行し得る。
【０１７９】
　（ＸＩ．結論）
　本発明の特定の実施形態が記載されてきたが、これらは、例示的に提供されたにすぎず
、限定的ではないことを理解されたい。形態および詳細の種々の変更が、添付の請求項に
定義される本発明の主旨および範囲から逸脱することなくなされ得ることが当業者によっ
て理解され得る。従って、本発明の広さおよび範囲は、上述の例示的実施形態にいずれに
よっても限定されるべきでなく、上記の請求項およびその均等物によってのみ定義される
べきである。
【図面の簡単な説明】
【０１８０】
【図１】図１は、例として本発明によるインターネットの環境を介した音声のメディアサ
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ーバの図である。
【図２】図２は、本発明によるメディアサービスおよびリソースを含む例としてのメディ
アサーバの図である。
【図３Ａ】図３Ａは、本発明の実施形態によるオーディオ処理プラットフォームの図であ
る。
【図３Ｂ】図３Ｂは、本発明の実施形態によるオーディオ処理プラットフォームの図であ
る。
【図４】図４は、本発明の例となる実装による、図３に示されるオーディオ処理プラット
フォームの図である。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明の実施形態による、コールおよび入場パケット処理の確立を
示すフロー図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明の実施形態による、エグレスパケット処理およびコールの完
了を示すフロー図である。
【図６Ａ】図６Ａは、本発明の実施形態によるシステムを介したノイズレススイッチの図
であり、本発明の実施形態による内部オーディオソースにより発生する独立したエグレス
オーディオストリームのセルスイッチングを実行するシステムを介したノイズレススイッ
チの図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、本発明の実施形態によるシステムを介したノイズレススイッチの図
であり、本発明の実施形態による内部オーディオソースにより発生する独立したエグレス
オーディオストリームのセルスイッチングを実行するシステムを介したノイズレススイッ
チにおけるオーディオデータフローの図である。
【図６Ｃ】図６Ｃは、本発明の実施形態によるシステムを介したノイズレススイッチの図
であり、本発明の実施形態による内部および／または外部オーディオソースにより発生す
る独立したエグレスオーディオストリーム間のセルスイッチングを実行するシステムを介
したノイズレススイッチの図である。
【図６Ｄ】図６Ｄは、本発明の実施形態によるシステムを介したノイズレススイッチの図
であり、本発明の実施形態による内部および／または外部オーディオソースにより発生す
る独立したエグレスオーディオストリームの間のセルスイッチングを実行するシステムを
介したノイズレススイッチにおけるオーディオデータフローの図である。
【図６Ｅ】図６Ｅは、本発明の実施形態によるシステムを介したノイズレススイッチの図
であり、本発明の実施形態による内部および／または外部オーディオソースにより発生す
る独立したエグレスオーディオストリームの間のパケットスイッチングを実行するシステ
ムを介したノイズレススイッチにおけるオーディオデータフローの図である。
【図６Ｆ】図６Ｆは、本発明の実施形態によるシステムを介したノイズレススイッチの図
であり、本発明の実施形態による外部オーディオソースにより発生した独立したエグレス
オーディオストリームの間のスイッチングを実行するシステムを介したノイズレススイッ
チの図である。
【図７Ａ】図７Ａは、ＲＴＰ情報を有するＩＰパケットの概略図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、本発明の１つの実施形態による内部パケットの概略図である。
【図８】図８は、本発明の１つの実施形態によるスイッチング機能を示すフロー図である
。
【図９Ａ】図９Ａは、本発明の１つの実施形態によるオーディオストリームスイッチング
のためのコールイベント処理を示すフロー図である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、本発明の１つの実施形態によるオーディオストリームスイッチング
のためのコールイベント処理を示すフロー図である。
【図９Ｃ】図９Ｃは、本発明の１つの実施形態によるオーディオストリームスイッチング
のためのコールイベント処理を示すフロー図である。
【図１０】図１０は、本発明の１つの実施形態による分散会議ブリッジのブロック図であ
る。
【図１１】図１１は、図１０の分散会議ブリッジにおいて利用される例となるルックアッ



(39) JP 4050697 B2 2008.2.20

10

プ表である。
【図１２】図１２は、会議コールを確立する際の図１０の分散会議ブリッジの動作のフロ
ーチャート図である。
【図１３Ａ】図１３Ａは、会議コールを処理する際の図１０の分散会議ブリッジの動作の
フローチャート図である。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、会議コールを処理する際の図１０の分散会議ブリッジの動作の
フローチャート図である。
【図１３Ｃ】図１３Ｃは、会議コールを処理する際の図１０の分散会議ブリッジの動作の
フローチャート図である。
【図１４Ａ】図１４Ａは、本発明の１つの実施形態による会議コールの間にオーディオソ
ースにより発生する例となる内部パケットの図である。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、本発明による完全に混合したオーディオストリームおよび部分
的に混合したオーディオストリームのセットの例となるパケットのコンテンツを示す図で
ある。
【図１５】図１５は、本発明による６４参加者会議コールにおける適切な参加者に送信さ
れるように、図１４のパケットがマルチキャストされ、かつ、それらがＩＰパケット内へ
処理された後の、例となるパケットのコンテンツを示す図である。

【図１】 【図２】
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【図４】 【図５Ａ】
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【図５Ｂ】 【図６Ａ】

【図６Ｂ】 【図６Ｃ】
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【図６Ｄ】 【図６Ｅ】

【図６Ｆ】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】
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【図８】 【図９Ａ】

【図９Ｂ】 【図９Ｃ】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３Ａ】
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【図１３Ｂ】 【図１３Ｃ】

【図１４Ａ】

【図１４Ｂ】

【図１５】
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